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平成２５年陸別町議会３月定例会会議録（第３号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成25年３月12日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 閉会 平成25年３月12日 午後３時19分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員 及 び 出 席 並 氏 名 氏 名
び に 欠 席 議 員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ８人 １ 本 田 学 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 ０人 ２ 古 田 英 一 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ ４ 野 尻 秀 隆 ○出席を示す

▲ ５ 七 戸 一 登 ○欠席を示す

× ６ 村 松 正 敏 ○不応招を示す

公▲○ ７ 河 瀬 洋 美 ○公務欠席を示す

会議録署名議員 村 松 正 敏 河 瀬 洋 美

職務のため議場に 事務局長 書 記
出席した者の職氏名 吉 田 功 吉 田 利 之

町 長 金 澤 紘 一 教 育 委 員 長 石 橋 勉法第１２１条の規定

監 査 委 員 飯 尾 清 多 胡 裕 司により出席した者の 農業委員会長（議員兼職）

職氏名

副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均町長の委任を受けて

総 務 課 長 高 橋 豊 町 民 課 長 朝 日 大 二出席した者の職氏名

産 業 振 興 課 長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 小 栗 幹 夫

早 坂 政 志 早 坂 政 志保健福祉センター次長 国保関寛斎診療所事務長

総務課主任主査 渡 部 哲 仁

教 育 長 野 下 純 一 教 委 次 長 有 田 勝 彦教育委員長の委任を

受けて出席した者の

職氏名

農 委 事 務 局 長 棟 方 勝 則農業委員会委員長の

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議 案 第 ２ ４ 号 平成２５年度陸別町一般会計予算

３ 議 案 第 ２ ５ 号 平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議 案 第 ２ ６ 号

予算

５ 議 案 第 ２ ７ 号 平成２５年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算

６ 議 案 第 ２ ８ 号 平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計予算

７ 議 案 第 ２ ９ 号 平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

８ 議 案 第 ３ ０ 号 平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これから、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、６番村松議員、７番河瀬議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第２４号平成２５年度陸別町一般会計予算

◎日程第３ 議案第２５号平成２５年度陸別町国民健康保険

事業勘定特別会計予算

◎日程第４ 議案第２６号平成２５年度陸別町国民健康保険

直営診療施設勘定特別会計予算

◎日程第５ 議案第２７号平成２５年度陸別町簡易水道事業

特別会計予算

◎日程第６ 議案第２８号平成２５年度陸別町公共下水道事

業特別会計予算

◎日程第７ 議案第２９号平成２５年度陸別町介護保険事業

勘定特別会計予算

◎日程第８ 議案第３０号平成２５年度陸別町後期高齢者医

療特別会計予算

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第２４号平成２５年度陸別町一般会計予算から、

日程第８ 議案第３０号平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一

括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第２４号平成２５年度陸別町一般会計予算について

でございますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ３７億８,９８８万７,０００円とする

ものでございます。

続きまして、議案第２５号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算につ

いてでございますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ４億３,５３０万５,０００円と定

めるものでございます。
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続きまして、議案第２６号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算についてでございますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ４億３８５万９,０００

円と定めるものでございます。

続きまして、議案第２７号平成２５年度陸別町簡易水道事業特別会計予算についてでご

ざいますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ１億６,４４９万４,０００円とするもので

ございます。

続きまして、議案第２８号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計予算についてで

ございますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ１億１,１０６万円とするものでござい

ます。

続きまして、議案第２９号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算について

でございますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ２億３,５９５万５,０００円とするも

のでございます。

続きまして、議案第３０号平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算についてで

ございますが、歳入歳出予算の総額は、それぞれ３,８４３万円とするものでございま

す。

以上、議案第２４号から議案第３０号まで、７件一括提案をしたいと存じます。

内容の説明につきましては、副町長のほうからいたしますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、私のほうから、議案第２４号から議案第３０号に

ついて御説明を申し上げたいと思います。

議案第２４号、平成２５年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項ですけれども、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第１表歳入歳出予算」による。

債務負担行為。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間及

び限度額は、「第２表債務負担行為」による。

地方債。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。

一時借入金。

第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は１０億円と定める。

歳出予算の流用。

第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費の
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金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号ですけれども、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を

除く）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間

の流用。

それでは、事項別明細書、歳出、３６ページをお開きください。

３の歳出でありますけれども、各科目ごとに、報酬、それから給料、手当、共済費があ

りますけれども、これらについては、給与費明細書、特別職については１５１ページ、職

員については１５２ページから１５６ページにありますので、後ほど御参照いただきたい

と思います。

それから、昨年の４月１日付で人事異動がございまして、それに伴いまして、当初予算

の比較において、給料、共済費、手当などについて、各科目、増減がございます。

それから、資料ナンバー５７に、各科目ごとの職員数を記載しておりますので、後ほど

御参照いただきたいと思います。

それから、平成２５年度の主要事業につきましては、予算書の１６１ページから１６６

ページに記載をしておりますので、後ほど御参照いただきたいと思います。

それでは、説明に入らせていただきます。

１款議会費１項議会費１目議会費、本年度５,７２２万５,０００円で、前年度と比較し

ますと１０３万８,０００円の減額となっております。主な要因としては、職員人件費の

減額、それから、議員共済費の減額、費用弁償における増が要因であります。

報酬から共済費、次のページの旅費、交際費、需用費、委託料、使用料及び賃借料、次

のページ、３８ページの備品購入費、１９節の負担金補助及び交付金までは、例年同様の

計上でありますけれども、１８節備品で１万円、これは、事務用備品でありますけれど

も、ＩＣレコーダー１台の更新となります。

２款総務費１項総務管理費１目の一般管理費、本年度２億３,５７９万円の予算であり

ますけれども、前年度と比較しまして６６８万２,０００円の減額となっております。主

な要因としては、職員人件費の減額が１,５９３万１,０００円、それと臨時職員を１名増

員しまして、賃金２１７万４,０００円の増、それから、備品購入費でありますけれど

も、庁舎の電算システム更新事業、これは２年目になります、これが６６７万８,０００

円、それとパスポート発行事業、これは新規でありますけれども、５２万６,０００円の

増が主な要因となっております。給料、職員手当、それから、次のページの共済費につい

ては、例年同様の考え方で計上しております。それから、旅費も同様の考え方でありま

す。交際費は２０万円の減額で１５０万円の予算で計上しております。それから、需用費

１,２８７万５,０００円で、前年度から見ると２０４万７,０００円の増となっておりま

す。消耗品費ですが、８８３万３,０００円、前年度と比較しますと２０１万７,０００円

の増であります。これは、パソコン更新に伴うソフトやライセンスの購入費用が２２２万

３,０００円含まれた予算となっております。次のページの役務費から委託料、１４節の
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使用料及び賃借料は、例年同様の予算計上でありますけれども、１３節委託料の中で、中

ほどに事務機器保守６万９,０００円とありますが、これはパスポート発行事務に係る機

器の保守委託料であります。それから、その下の電算用通信機器設置設定ですが、３２万

５,０００円、これは、加工センターと天文台、診療所に係るＬＡＮ配線の業務委託にな

ります。それから、１４節使用料及び賃借料５３４万２,０００円、前年比から見ると４

３万９,０００円の減額となりますが、大きな要因としては、複写機使用料が前年対比で

３７万９,０００円減額の５１３万９,０００円となっております。１８節備品購入費４９

１万８,０００円、前年対比でいきますと４８４万８,０００円の増となっております。

資料のナンバー２２をお開きいただきたいと思います。

資料のナンバー２２は、平成２５年度における電算機器等に係る予算資料でありまし

て、一般会計、国保会計における電算機器更新に係る資料になっております。議員御存じ

のとおり、ウィンドウズＸＰが２６年の４月にサポートを終了するということで、ウィン

ドウズ７への更新となります。一般管理費においては、需用費を含めて６６７万８,００

０円の予算を見ておりますけれども、パソコン５０台、２４年度においては４０台を１２

月補正で計上しておりますので、２５年度においては５０台の予算を見ております。各科

目それぞれ見ておりますけれども、この中でトータルでいきますと、一般会計で１,６５

４万２,０００円の電算機器購入に係る予算でありますけれども、できるだけ一括して購

入できるものについては、一括購入していきたいなというふうに思っておりますので、御

理解をいただきたいと思っております。

それでは、予算書４２ページにお戻りいただきたいと思います。

備品購入費ですけれども、今資料で説明しましたように、パソコン５０台、印刷機も含

まれますけれども、その予算が４４５万５,０００円。それから、パスポート発行に係る

機器が３８万３,０００円ですが、これも、この４８６万８,０００円の中に含まれており

ます。ちなみに、パスポート発行については道議会の条例改正が必要でありまして、６月

議会に条例改正があると。それに伴って、陸別町に権限移譲されるわけですけれども、早

ければ９月からパスポート発行業務が権限移譲されるというふうに聞いております。

４３ページに行きます。

１９節負担金補助及び交付金については、例年同様の計上でありますけれども、この中

で下から３段目の北海道自治体情報システム協議会１,７５２万４,０００円とあります。

通常のシステム協議会負担金１,２４４万７,０００円と、データセンター移行に係る負担

金５０７万７,０００円を含んでおります。

それから、２目の文書広報費５７０万８,０００円。これは、旅費から需用費、役務

費、委託料、次のページの使用料及び賃借料、備品購入費、負担金補助及び交付金と、例

年同様の計上となっております。

３目の財政管理費６２万６,０００円。これは、１１節需用費でありますけれども、予

算書の印刷８０部に係る予算となります。
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それから、４目会計管理費６３万９,０００円、１１節需用費で６３万６,０００円。こ

れは、決算書の印刷に係る予算が主なものになります。

５目の財産管理費１億８,３１７万２,０００円の２５年度計上でありますけれども、こ

の財産管理費につきましては、総務課で担当します庁舎管理費、それから財産関係の管

理、基金の管理、公用車車両の管理、福祉館等の管理、それから、りくべつ鉄道事業、合

わせて１億４,６６５万４,０００円の予算となります。それから、町民課でいきますと、

地デジ関係、光ケーブル関係、ＴＶｈの放送事業、それから地籍図の管理事業、合わせて

町民課でいきますと３,５５１万７,０００円の予算となります。教育委員会のタウンホー

ルの管理１００万１,０００円を合わせて１億８,３１７万２,０００円の予算でありまし

て、前年度から見ますと４,６９６万４,０００円の増となります。９節の旅費から１１節

需用費、１２節役務費については、例年どおりの計上であります。４６ページ、委託料

４,１５９万６,０００円、前年度から見ますと１,３８２万３,０００円の増となります。

まず、２段目の施設設備等改修５１５万円、これは、光ケーブルに係る、北電、ＮＴＴの

電柱の移設に伴う光ケーブルの取りつけ業務でありますけれども、電柱４本分４５１万

５,０００円、それから、庁舎応接室などのカーペットの取りかえ業務６３万５,０００円

であります。それから、その下の施設周辺整備３２２万７,０００円、これは、りくべつ

鉄道の維持管理で商工会に委託する分になります。それから、二つ飛んで、車両等維持委

託４６５万円、これは、ラッピング列車１両、白メーテルですけれども、この修復塗装の

費用であります。それから、測量試験費１８０万円、これは、旧ふるさと銀河線、分線か

ら川上側に四つの橋梁が、鉄橋がございますけれども、その四つの鉄橋に係る測量委託で

あります。ちなみに、測量を踏まえて、今年度、２橋、２６年度、２橋の撤去を、冬場の

雇用対策ということで、できれば今年度も、２橋については９月に補正をお願いしたいな

というふうに思っております。それから、一つ飛んで、地籍図修正２９４万２,０００

円。通常の地籍図修正については、今年度９９万３,０００円を見ておりますけれども、

地籍更正の事例が発生しまして、それに係る測量修正ということで１９４万９,０００円

を見ております。それから庁舎管理、次のページのタウンホール管理については、例年の

計上となっております。それから、１４節使用料及び賃借料から次のページまでは例年の

計上ですが、１５節工事請負費６,４６３万８,０００円の計上です。前年度から見ます

と、３,１１４万７,０００円の増となります。まず、テレビ中継局設置工事、これは、Ｔ

Ｖｈの開局に係る工事請負費であります。これは、資料ナンバー２６に事業費を記載して

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。工事請負費２,１２２万１,００

０円。建物解体１４３万３,０００円、これは、共栄第一の旧教員住宅の解体でありま

す。それから、建物等改修工事、福祉館改修６００万円、これは、上斗満交流センターの

屋根、外壁の改修でありまして、資料ナンバー２４に工事の概要を付しておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。それから、庁舎改修３３８万１,０００円、こ

れは、非常用照明のバッテリーの交換でありまして、２４年度から事業を実施しておりま
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す。２５年度においては、庁舎１階に係る非常用照明バッテリーの交換であります。それ

から、施設周辺整備で、駐車場整備２６３万７,０００円、これは、オーロラ駐車場の大

型車両の案内板設置、それから、中央駐車場の駐車灯２基の設置であります。それから側

溝整備ですが、２,２００万円、これは、旧金澤踏切から一間川までの３００メートルの

側溝整備であります。それから、りくべつ鉄道広場整備７００万円、これは、駅構内に１

周４００メートルのトロッココースをつくるということで、７００万円の計上でありま

す。これらの、りくべつ鉄道に係る事業につきましては、商工会との協議、あるいは商工

会からの要望に基づくものを予算計上しております。それから、次に、通信基盤整備９６

万６,０００円、これは、ＴＶｈの難視聴地区への再送信に係る整備工事であります。そ

れから、原材料費は例年同様でありまして、４９ページ、１８節備品購入費１１０万８,

０００円、管理用備品でありまして、事務用椅子１０脚、会議室用椅子３０脚、これは庁

舎用であります。それから、１９節につきましては、例年どおりの計上。それから、２５

節の積立金ですが、５,０７３万８,０００円。これは、ここに記載の各基金についての利

子の予算計上であります。ただ、いきいき産業支援基金積立金４,４３０万８,０００円

は、利子５０万８,０００円と、優良家畜導入資金貸付金の定時償還分４,３８０万円、こ

れを含めた金額となっております。

次に５０ページですが、６目の町有林野管理費３,９８１万２,０００円、前年度より１

０５万１,０００円の減額となっております。資料ナンバー２７の１に町有林の収支一

覧、２７の２に事業箇所一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思っ

ております。前年度比１０５万１,０００円の減額は、大きい要因としては、委託料で１

１３万６,０００円の減額が主な要因となっております。

４節共済費から１２節役務費までは例年どおりの計上でありまして、１３節委託料です

が、３,６４１万４,０００円、前年度比１１３万６,０００円の減額となっております。

この中で、ちょっと訂正をお願いしたいのですが、森林環境保全整備事業（町有林）２,

７２９万２,０００円とありますが、これを２,７１６万６,０００円に訂正をお願いいた

します。それから、５１ページですが、１３節の下から二つ目、病害虫等被害地造林、こ

れは括弧書きの国有林分収林を削っていただきまして、３７１万７,０００円を３８４万

３,０００円に訂正をお願いしたいと思います。これは、昨年の５月の霜の被害によりま

して、恩根内の旧鉄道林、それから太辛の国有林分収林の被害がございました。面積で１

６.３９平方メートル。カラマツでありますけれども、その地ごしらえを今年度、２５年

度実施したいという考え方であります。それから、森林現況調査業務１８７万６,０００

円、これは、２４年度において町有林拡大事業ということで、９万円の予算を計上したと

ころでありますが、今年度、所有者の意向調査を実施する中で、所有者３名ほどから処分

の意向がありました。したがって、その調査に係る費用を森林組合に委託したいという考

え方であります。ちなみに、面積としては約９１ヘクタールぐらいあるということであり

ます。１４節使用料及び賃借料、それから原材料費、公課費は、例年同様の計上でありま
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す。

７目の企画費４,７１８万３,０００円の計上。前年度と比較しまして、８１万５,００

０円の減額となります。１節の報酬、８節の報償費、９節の旅費については例年どおりで

ありますけれども、報酬で前年比１万４,０００円ほど増額しておりますが、これは、ま

ちづくり推進会議の町外視察を今年度予定しておりまして、その分の増、合わせて報償費

で、謝礼金ということで１万５,０００円を見ております。それから、１１節需用費１４

７万７,０００円、これは、主に移住体験住宅３戸の維持管理費になります。それから次

のページ、１２節役務費から委託料、使用料及び賃借料までは、例年同様の計上でありま

すけれども、１５節工事請負費２１０万円、外構工事、これは、恩根内の体験住宅の外構

工事になります。それから５３ページ、１８節備品購入費２７万７,０００円、これは、

体験住宅の草刈り用の刈払機１台を含む２７万７,０００円。それから、１９節負担金補

助及び交付金４,１４４万５,０００円、前年度比３３５万７,０００円増の計上でありま

す。大きな要因としては、このページの下から二つ目の通学定期差額補助事業１,１５９

万３,０００円を計上しておりますが、前年度比１８６万６,０００円の増となります。そ

れから、その下、北海道食産業総合振興機構（フード特区機構）負担金１万円、これは新

規の事業の負担金となります。それから、次のページですが、まちづくり事業５００万

円。２４年度までは景観形成事業３００万円、それから、まちづくり補助金３００万円の

計上でありましたけれども、景観形成事業３００万円を２００万円、１００万円減額し

て、景観形成事業を２００万円、まちづくり補助金３００万円の５００万円として計上し

ております。それから、その下、民間活用住宅建設事業１,８９０万円、前年度比２９０

万円の増となります。２５年度、世帯用３戸、単身者用３戸、合わせて１,８９０万円、

前年度比２９０万円の増となります。

それから、８目の公平委員会費は、例年同様の予算計上。

９目の交通安全対策費１１１万１,０００円、前年度比９８万７,０００円の減額となっ

ております。これは、主な要因としては、２４年度にオーロラ駐車場の縁石取りかえ工事

８３万２,０００円がありました。その減額が主な要因となります。１目の報酬から９節

の旅費については、例年同様の計上であります。それから、１１節１７万１,０００円、

１９節負担金補助及び交付金２６万６,０００円ですが、この中で、消耗品費の５,０００

円、それから、光熱水費の８万９,０００円、修繕料の２万１,０００円、保険料の２,０

００円、委託料の３万５,０００円、合わせて１５万２,０００円は、今まで交通安全対策

費で駐車場の電気料ですとか、そういったものを見ていました。それらを、今回、２５年

度から財産管理費に振りかえをしまして、その１５万２,０００円は２５年度から財産管

理費のほうに予算を振りかえをしております。

１０目の諸費３２５万３,０００円、前年度比で５万３,０００円の減額でありますが、

１節の報酬から報償費、旅費、需用費、役務費、次のページの１９節までは、例年同様の

計上であります。
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１１目交流センター管理費２,８６５万９,０００円で、前年度比２３７万３,０００円

の減額となっております。資料ナンバー２８に交流センターの管理収支一覧をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。２３７万３,０００円の前年度比減

額は、２４年度において、工事請負費で施設改修、換気設備の更新でありますけれども、

２７３万円がございました、それの減額が大きな要因となります。７節の賃金から需用

費、役務費については、例年同様の計上であります。１３節委託料１,８４３万８,０００

円。この中で、施設設備等改修４６万４,０００円があります。これは、道の駅のトイレ

給水管の改修が１７万円、電話線引込管の埋設が２９万４,０００円となります。それか

らその下、委託料の一番下になりますが、宿泊研修施設管理１,３５５万６,０００円、前

年度比で４３万円ほど伸びております。これは、利用者の増に伴う金額となりまして、歳

入でも宿泊料がふえているということになります。

それから、１２目の銀河の森管理費６,１５０万２,０００円、前年度比で３５５万７,

０００円の増です。銀河の森については、天文台の管理事業で４,２８７万９,０００円で

す。それから、コテージ村の管理事業で１,５８５万９,０００円、専用水道事業で２７６

万４,０００円の予算となっております。１節の報酬から、給料、手当、次のページの共

済費、７節賃金、８節の報償費、９節の旅費、１１節需用費、１２節の役務費までは、例

年同様でありますし、役務費の一番下、宿泊券等販売１３万５,０００円、これはＪＴＢ

のまるごと北海道に係る役務費でありまして、資料のナンバー２９をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。１３節委託料で、２,６８１万６,０００

円、前年度比で１１０万７,０００円の増となっております。この中で、３段目の施設設

備等改修１０５万７,０００円、これは、専用水道に係る２年ごとの計装機器の保守点検

が３６万４,０００円、それから、揚水ポンプ分解整備６９万７,０００円となっておりま

す。それから、その下のコテージ村管理１,０２１万５,０００円、前年度比で５８万円の

増となっております。ＪＴＢ分の追加、それから、一般利用者の増ということでの１,０

２１万５,０００円となります。６１ページ、使用料及び賃借料は例年同様であります。

備品購入費で１９６万３,０００円、管理用備品で１９１万３,０００円、備品全体で１１

１万３,０００円ほど前年度より伸びております。まず一つは、天文台で４１万６,０００

円。これは、展示用パネルの更新と放送用ワイヤレスマイク一式の更新であります。それ

から、コテージ村備品更新。これは、９２万３,０００円。炊飯器７個、それからストー

ブ３台、給湯器１台、これら９２万３,０００円となります。それから、専用水道で５７

万４,０００円、除湿乾燥機２台、水道メーターの５７万４,０００円、合わせて１９１万

３,０００円となります。１９節、２７節については例年同様であります。

１３目地域活性化推進費２,０３７万８,０００円、前年度比２０３万４,０００円の増

となります。この地域活性化推進費につきましては、２３年の７月にスタートしたチャレ

ンジプロジェクトに係る予算の計上でありまして、一つは地域活性化専門推進員１名の雇

用の継続、それから、地域おこし協力隊員２名の人件費を含めた経費、それからミネラル
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ウォーター開発事業、木炭開発事業の予算を２,０３７万８,０００円計上しております。

追加資料ナンバー２をお開きいただきたいと思います。追加資料ナンバー２は、平成２

５年度地域活性化推進事業りくべつチャレンジ・プロジェクト関連ということで、全体事

業費８,３２８万５,０００円となっております。右側の上のほうに、りくべつチャレン

ジ・プロジェクト概要、これは先ほど説明させていただきましたけれども、２３年の７月

にスタートしたプロジェクトであります。そして、左側の上のほうに、地域活性化推進専

門員６１７万２,０００円の予算となっております。地域活性化推進費、この中で活動旅

費、ミネラルウォーターＰＲ及び調査研究、木炭開発調査研究、牛乳製造調査、人材育成

事業、商標登録、「陸別百恋水」の商標登録、地域ブランド商標登録ということになって

おります。

まず、左側のミネラルウォーター開発事業３１２万６,０００円、これは予算計上して

おります。この上のほうは経過等の記載でありまして、下のほう、平成２５年度事業であ

ります。委託製造として３万本、町内外での販売、それから、販売促進と調査、町民の皆

さんへの配布、イベントでの配布、各種会議での使用、それから生産施設の可能性の調

査、ミネラルウォーターの商標登録ということで今考えてございます。

それから、木炭開発事業、この２５年度の事業でありますけれども、木炭の製造と用途

調査ということで、除湿、整腸剤、脱臭効果などの調査と窯の製造に係る調査研究の経費

５９万１,０００円であります。

それから、右側の地域おこし協力隊員２名、１,０４８万９,０００円の予算でありま

す。２５年度事業としては、地域ブランド開発推進員１名、それから商工観光推進員１

名、それぞれの活動を予算計上しております。ちなみに、地域おこし協力隊員について

は、１人４００万円の特別交付税措置がございます。

次に、４番目に地域ブランド開発推進事業。これは予算計上はしておりませんけれど

も、既定予算の中で対応を考えてございます。２５年度事業として、まずミネラルウォー

ターの商標登録、それから陸別ブランドの商標登録化、この二つを各プロジェクトと連動

させて調査をしていきたい、商標登録をしていきたいという考え方であります。ちなみ

に、陸別ブランドの商標登録化ということでありますけれども、地域ブランド商標登録と

いうことになりますが、例えばで申しわけありませんけれども、「日本一寒い町りくべ

つ」ですとか、そういう商標登録が可能かどうか、そういったことも、この地域ブランド

開発推進事業の中で事業を展開していきたいと、そのように思っております。別の科目に

なりますけれども、加工研修センター活用６,２９０万７,０００円の予算計上でありま

す。

それでは、予算書のほうにお戻りください。

６１ページですけれども、４節共済費、７節賃金、次のページ、９節旅費、１１節需用

費、これらについては、ただいま説明しました資料に基づく考え方の予算計上でありまし

て、１１節需用費で４９万９,０００円、これは燃料費、リース車ですけれども、車両２
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両分の燃料費になります。それから、１２節役務費で３３万８,０００円、通信運搬費で

２３万４,０００円とあります。これは、ミネラルウォーター、できたものを、日産関

係、それから、関西、関東方面、そういったところに送ってＰＲなりしていくということ

で、その通信運搬費が２３万４,０００円。それから、手数料として１０万４,０００円、

これは商標登録、今説明しました「陸別百恋水」、それから、今言った地域ブランドの商

標登録、この２件であります。１３節委託料２９９万８,０００円、これは１０３万５,０

００円の増となります。まず、施設設備改修で３７万３,０００円、これは小利別浄水場

のミネラルウォーター専用給水栓をつくるということで、その改修費３７万３,０００

円。それから、ミネラルウォーター製造、３万本ですけれども、２４６万７,０００円。

それから、製品検査１５万８,０００円、これは、木炭の移動炭窯の性能試験に係る部分

であります。それから、１４節使用料及び賃借料８７万円、これはリース車の借上料。そ

れから、１６節の原材料費は木炭用のカラマツまたはトドマツの原材料購入となります。

それから、２款の総務費の２項徴税費１目税務総務費２,６０８万３,０００円。３１万

７,０００円の増となっておりますが、これは人件費の増が主な要因であります。給料、

職員手当、次のページ、共済費、それから賃金、報償費、旅費、需用費、負担金補助及び

交付金、償還金利子及び割引料、これは例年同様の計上であります。

２目の賦課徴収費４２３万２,０００円、前年度比１８１万５,０００円の増となってお

ります。９節の旅費から需用費、役務費については、例年同様でありますけれども、１３

節で２８７万１,０００円、これは２０８万６,０００円の前年度比増となっております。

税務電算業務１４８万５,０００円、これは、ｅＬＴＡＸの共同運用保守、つまり、電子

申告導入に伴う委託料の７５万８,０００円がこの中に含まれております。それから、固

定資産鑑定評価１３８万６,０００円。これは新規でありますが、平成２７年度の評価が

えに伴う宅地鑑定評価業務の委託料１３８万６,０００円となります。それから、１８節

備品購入費１３万７,０００円、これは、ｅＬＴＡＸ電子申告用のパソコン１台の購入に

なります。それから、１９節負担金補助及び交付金は、例年同様の考え方であります。６

６ページ、その中で、十勝圏複合事務組合１７万４,０００円。町道民税５件、固定資産

税１件、合わせて６５万８,５００円を税滞納整理機構に引き継ぐ負担金となります。

３項戸籍住民基本台帳費１目の戸籍住民基本台帳費１,８８９万８,０００円、前年度比

６９８万２,０００円の増となります。主な要因は、戸籍事務の電算課に伴う６３０万円

の増が主な要因となります。２節給料、職員手当、共済費、旅費、需用費、役務費まで

は、例年同様の計上でありまして、１３節委託料で９２万３,０００円、前年度比７８万

６,０００円の増。ここに、電算機器設置７８万６,０００円とあります。これは、平成２

０年度に更新した住基ネット機器の端末の更新になります。これは、情報システム協議会

での共同調達に係る業務委託ということで、７８万６,０００円となります。それから、

１９節の７７２万９,０００円、北海道自治体情報システム協議会７７２万９,０００円で

すが、先ほど説明させていただきましたけれども、戸籍電算化の負担金が６３０万円、住
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基ネットサーバ調達負担金７４万２,０００円、住基ネットサポート負担金６８万７,００

０円となっております。

追加資料ナンバー３をごらんをいただきたいと思います。

追加資料ナンバー３は、戸籍電算化事業でありまして、２５年度と２６年度２カ年で導

入をしようという考え方であります。まず、年度ごとの費用額ですが、２５年度について

は６３０万円、２６年度においては３,３７０万５,０００円、事業費としては４,０００

万５,０００円となります。２６年度から、保守管理とソフト使用料で１８５万９,０００

円が予算計上となります。２７年度以降については、３６５万４,０００円の保守委託と

ソフトの使用料が経常的にかかるということになります。電算化のメリットは、ここに記

載のとおりであります。導入スケジュールについても、ここに記載のとおりであります。

電算化移行の流れ、これは１番から９番までございまして、まず、１番の法務局への戸籍

改製作業着手報告書をことしの６月ごろに提出、あわせて、現在戸籍及び附票をマイクロ

フィルム化の撮影というぐあいにスケジュールをここに記載をしておりますので、参照し

ていただきたいと思います。

次に、４項選挙費、６７ページですが、１目の選挙管理委員会費４５７万６,０００

円、前年度比９３万３,０００円の減額となっております。これは、人件費の減が主な要

因であります。１目の報酬から給料、職員手当、共済費、旅費、需用費、役務費、使用料

及び賃借料、負担金補助及び交付金、２目の選挙啓発費、報酬までは例年同様の計上であ

ります。３目の参議院議員選挙費３８０万４,０００円、これは、現時点では７月４日が

公示日で、投票日が７月２１日と聞いております。その参議院議員選挙に係る執行経費の

計上であります。１節の報酬から、次のページの１４節使用料及び賃借料であります。

それから、５項の統計調査費１目の指定統計調査費２２万４,０００円、６万４,０００

円の増でありますけれども、報酬、使用料において、５年に１回開催される住宅の土地統

計調査、この経費を含む予算、報酬１５万４,０００円、需用費６万円、使用料及び賃借

料の１万円の計上となっております。

それから、６項の監査委員費１目の監査委員費２０１万９,０００円、２１万５,０００

円の減額となっておりますが、１節の報酬から旅費、需用費、負担金補助及び交付金まで

は例年どおりの計上となっております。

７２ページ、３款民生費１項の社会福祉費１目の社会福祉総務費３億３,２４５万６,０

００円の計上であります。前年度比３,１２５万５,０００円の増となっております。主な

要因としては、職員人件費の増、社会福祉協議会補助金の増、扶助費、繰出金の増が主な

要因となっております。１節の報酬、給料、職員手当等、共済費、賃金、報償費、旅費、

需用費、役務費、次のページの委託料までは、例年同様の計上であります。１９節負担金

補助及び交付金３,１８７万９,０００円、６６７万１,０００円ほど前年度より伸びてお

ります。この中で、まず一つ目に負担金ですが、十勝町村会等とあります、２万７,００

０円。これは、ことしの７月１４日に第５１回北海道身体障害者スポーツ大会が十勝で開
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催されるということで、その負担金となります。補助金で社会福祉協議会２,９７８万

円、前年度比６６４万８,０００円の増となっております。

資料ナンバー３１をお開きいただきたいと思います。

資料ナンバー３１は、社会福祉協議会に出す補助金の内訳であります。補助金で２５年

度と２４年度の比較がありますが、この資料の２４年度の数字は、去年の６月定例会の補

正後の数値でありまして、この補助金、２４年度当初は２,３１３万２,０００円でありま

す。今年度、２,９７８万円ということで、６６３万８,０００円の増となります。内容と

しては、御存じのとおり、昨年４月から社会福祉協議会に主幹職１名を社協のほうに事務

局長として派遣をしております。その人件費分が大きな要因として補助金の上積みになる

わけでございます。

それでは、予算書のほうにお戻りください。

７５ページ、扶助費１億６,４２５万３,０００円、前年度比で１,３０１万２,０００円

の増となっております。まず、医療扶助費でいきますと、重度心身障害者で１,０９０万

円、前年度比で４０万円ほどふえております。これは、歳入でもふえているということに

なります。子ども医療扶助５００万円、前年度比で４５万７,０００円の減額となってお

ります。それから交通費助成、これはハイヤー利用助成でありますけれども、２８４万

８,０００円。前年度から見ると８万５,０００円の増で、資料ナンバー３２に、利用状況

をつけておりますので、後ほど参考にしていただきたいと思います。それから、支援費で

すけれども、特に大きいのは、２段目の障害者介護給付費８,０２８万９,０００円、前年

度比１,０２４万１,０００円の増となっております。それから、障害者訓練等給付費６,

１３８万７,０００円、これも前年度比３１６万円の増となっております。次のページ、

身体障害者更生医療給付費１２２万４,０００円、前年度比１５万８,０００円の増となっ

ております。ちなみに、２４年度に終了しましたけれども、旧法に係る施設訓練等支援

費、２４年度４９万３,０００円を計上しておりましたけれども、２５年度はこれがなく

なっております。２８節繰出金７,５１９万８,０００円、９２６万４,０００円の増であ

りますけれども、国民健康保険事業勘定特別会計繰出金４,１３３万８,０００円、前年度

比１,１３７万７,０００円の増。介護保険事業勘定特別会計繰出金３,３８６万円、前年

度比２１１万３,０００円の減額となっております。

２目の老人福祉費１億４２５万１,０００円の計上であります。前年度比４,８０９万

４,０００円の減額となっておりますが、これの主な要因とすれば、２４年度において高

齢者交流センターの実施設計、それから工事請負費、備品購入費、それぞれの合計金額が

主な減額の要因となっております。まず、共済費、賃金については例年同様であります

し、８節の報償費１３５万円、敬老祝い金ですが、喜寿が４４名、米寿が２７名、長寿が

１名の予算計上であります。それから、１１節需用費７７７万６,０００円、前年度比３

０万１,０００円の増でありますけれども、大きな要因としては、燃料費で８８万５,００

０円増の３１７万６,０００円、光熱水費で４５万円増の１９１万３,０００円。一方で、
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消耗品費で３０万７,０００円、前年度比４３万７,０００円の減、食糧費で１９７万１,

０００円、前年度比３２万９,０００円の減額となっております。１２節役務費で７２万

９,０００円、これは例年どおりの計上であります。それから、１３節委託料１,１９４万

９,０００円、前年度比３７４万１,０００円の減額となっております。先ほども説明をさ

せていただきましたけれども、高齢者交流センターに係る実施設計３６８万６,０００円

が２４年度にありました。その減額分が大きな要因となります。１４節の使用料及び賃借

料は例年同様。それから、７８ページ、１５節工事請負費１,０９０万５,０００円。建物

等改修工事、これは老人健康増進センターの８２１万２,０００円ですが、老人健康増進

センターの屋根の塗装、それから暖房機取りかえ工事、これを含んで８２１万２,０００

円となります。外構工事、これは高齢者交流センターの外構工事でして、２６９万３,０

００円となります。それから、備品購入費４２万３,０００円、これは事務用備品、３７

万６,０００円はパソコン２台の購入。管理用備品４万７,０００円は、福寿荘の浴室手す

りと浴槽台、各１台の購入になります。それから、負担金補助及び交付金４,９６６万６,

０００円、前年度比２,８６８万円の減額となっておりますが、まず、負担金で後期高齢

者医療広域連合３,８０８万９,０００円、前年度比で４３６万１,０００円の減額となっ

ております。それから、補助金で、デイサービス運営事業１,１００万円、これは、大き

な要因は、利用者の減に伴うものです。２４年度においても、当初運営費５５０万円と空

調設備３９８万６,０００円の９４８万６,０００円を見ておりましたけれども、特に運営

費においては、１２月補正でも５５０万円を増額して予算を計上しているところでありま

す。資料のナンバー３３に人数と金額の比較を載せておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。それから、扶助費で２,１３１万４,０００円、これは、９人の施設

入所者に係る扶助費２,１３１万４,０００円であります。

３目の後期高齢者医療費１,６２７万５,０００円。これは、後期高齢者医療特別会計繰

出金になります。

２項の児童福祉費１目の児童福祉総務費７０万１,０００円、これは、１１節需用費、

それから負担金補助及び交付金、これらについては例年同様でありまして、役務費で医療

費審査支払１,０００円。それから扶助費６９万１,０００円とありますが、このうち、一

番下の障害者育成医療給付費７万１,０００円。これは新規事業であります。１８歳未満

の障害児を対象にして、その身体障害を除去、軽減するための手術等の治療費ということ

で、ことしの４月１日に北海道から権限移譲を受ける事業になります。

２目の児童福祉施設費５,３０５万６,０００円、前年度比１１１万７,０００円の増と

なっております。これは、陸別保育所の維持管理、運営に係る予算でありまして、給料、

職員手当、それから、次のページ共済費、賃金、報償費、旅費までは例年同様でありま

す。需用費で５０８万１,０００円、前年度比７９万６,０００円ほど増額になっておりま

すが、消耗品で１０８万５,０００円、そのうち、暖房配管の洗浄剤、それから、暖房機

の配管用の不凍液、これら４０万７,０００円の購入費用も１０８万５,０００円の中に
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入っております。次のページ、１２節役務費、１３節委託料、それから、１４節使用料及

び賃借料、備品購入費、負担金補助及び交付金、扶助費については例年同様の計上であり

ます。１３節委託料の中で、施設設備保守管理２５万５,０００円。これは、先ほど需用

費で不凍液の購入についても予算計上しておりましたけれども、その不凍液の交換業務と

暖房のボイラーのエアー抜き弁の交換業務、これが２５万５,０００円であります。

３目の児童措置費２,６４９万円、前年度比２１６万円の減額ですが、この科目は、２

４年度当初では子ども手当でありましたけれども、４月１日から制度改正がありまして、

児童手当に改正になっております。それらに係る経費でありますが、大きなものとして

は、２４年度においては子ども手当に係るシステム改修の負担金１５７万５,０００円が

ありました。それから、扶助費で５３万５,０００円の減額となっております。３節手

当、それから需用費、これは例年同様でありまして、扶助費２,６４６万５,０００円、５

３万５,０００円、前年度から見ると減額になっております。

３項の国民年金費１目国民年金事務取扱費９３５万１,０００円、８７８万円の前年比

減額となっております。大きな要因は人件費、昨年まで２名の人件費を計上しておりまし

たけれども、１名を科目振りかえをして、国民年金費については１名の人件費としまし

た。それに伴っての比較減が人件費であります。給料、手当、共済費、これらで８７５万

１,０００円の人件費減額となります。ほか、需用費、役務費、負担金補助及び交付金は

例年同様であります。

４款衛生費１項保健衛生費１目の保健衛生総務費６,４１４万２,０００円の計上であり

ます。前年度比１,３８９万９,０００円の増でありますけれども、大きな要因としては、

人件費の増が１,３９０万６,０００円、給料、手当、共済費でありますけれども、その増

分が大きな要因となっております。９節旅費、１１節需用費、１２節役務費、１９節につ

いては例年同様の計上でありまして、２０節扶助費、養育医療費１,０００円であります

が、これは新規事業でありまして、対象者がないということで、とりあえず、予算科目存

置のために１,０００円計上しております。

追加資料の４をお開きいただきたいと思います。

追加資料４は、未熟児養育医療給付事業であります。１の制度概要ですが、分権一括法

によって母子保健法が改正されまして、２５年４月から未熟児養育医療給付事業が国から

市町村に権限移譲されました。担当課としては、町民課の国保衛生担当。給付の対象期間

ですが、対象としては、ここに記載の３番までございます。給付期間としては、上記症状

などが改善したと医師が認めたときに医療券の有効期間であっても、給付を中止するとい

うことで、給付種類は入院のみであります。自己負担は、所得階層により自己負担額があ

るということ。それから、医療費等は各医療保険を使用した場合の患者負担を公費負担と

する。ただし、保護者は所得階層に応じた徴収金を市町村に納付する。６の上記支払いで

すが、現物給付で社会保険診療報酬支払基金及び国保連合会を経由して医療機関に支払う

こととなります。負担割合は、国が２分の１、道が４分の１となります。この事業が４月
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１日から市町村に権限移譲になったということで、先ほど説明させていただきましたけれ

ど、現在、対象者がいないということで、科目存置で１,０００円を計上しているという

ことであります。

２目の保健衛生施設費２,３８７万７,０００円、前年度比２１４万１,０００円の増。

これは、主な要因としては需用費が２３０万円ほど増額になっておりますので、それが要

因となります。共済費、次のページ、７節賃金、需用費、役務費、委託料、使用料までは

例年同様ですが、需用費で２３０万円ほどふえて１,５５９万１,０００円。特に大きいの

は、燃料費１,０１９万７,０００円、前年度から見ますと１７７万３,０００円ほど伸び

ております。あわせて、光熱水費で４５２万円、前年度比３９万１,０００円の増となっ

ております。消耗品費で６７万４,０００円、１９万９,０００円ほどふえておりますが、

これは保健センターの暖房用不凍液の材料費２１万２,０００円を含んでおります。１３

節委託料７４７万７,０００円。この中で、施設設備保守管理２３２万円ですが、これ

は、まず、保健センターの自動ドアの保守点検業務、それから、プロパンガス調整器の取

りかえ業務、暖房設備不凍液の導入業務、これらの委託料３８万１,０００円を含んでお

ります。

３目の予防費１,４９８万円、前年度比８０万４,０００円の減であります。これは、委

託料の減額が主な要因であります。あわせて、備品購入費の増も要因でありますが、４節

の共済費から、賃金、旅費、需用費、役務費、これは例年同様の計上であります。１３節

委託料１,３３８万９,０００円、前年度比で１４０万８,０００円の減額となっておりま

す。主な要因は、各種予防接種４８１万５,０００円。前年度比１５４万円の減額となっ

ております。資料３４の１から３４の４に内容を記載しておりますので、後ほどごらんを

いただきたいと思います。１８節備品購入費で５３万８,０００円。まず、事務用備品で

１８万５,０００円。これは、パソコン１台を含めたプロジェクター１式の購入となりま

す。それから、教材用備品４万３,０００円。これは、歯列模型７歳児、９歳児用であり

まして、各１台。それから、機械器具３１万円は、歯科診療用の模型等１台の経費でござ

います。これは、それぞれ、予防事業あるいは検診事業で、直接、業務として使うもので

あります。

４目の環境衛生費４３５万６,０００円、前年度比６３万円ほど伸びております。これ

は、委託料、賃金が前年度から見ますと、増額になっているということであります。需用

費、役務費、これらについては例年同様でありまして、まず、賃金で、今回、１６万２,

０００円を計上しておりますが、これは作業員賃金でありまして、墓地草刈りの草集積後

の運搬に係る賃金であります。銀河クリーンセンターへの運搬に係る賃金１６万２,００

０円。それから、１３節委託料で２８６万２,０００円。まず一つは、工作物製作、これ

は新規でありまして、墓参道路と津別陸別線との交差点における火葬場と、それから、墓

地への案内板、２カ所、２基設置したいということで、３１万２,０００円になります。

１４節については例年同様であります。
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９２ページ、５目診療所費１億８,１４３万５,０００円、前年度比３６９万５,０００

円の増。これは、直診会計への繰出金になります。

２項清掃費１目の清掃総務費６３２万円の計上、前年度比３６万４,０００円の減額と

なっておりますが、大きな要因としては、負担金補助及び交付金６３２万円のうち、十勝

環境複合事務組合の負担金２７９万円、これは前年度比２６万４,０００円の減額となっ

ております。

２目の塵芥処理費９,２５７万１,０００円の計上であります。前年度比１１４万８,０

００円の増となっておりますが、大きな要因としては、需用費、委託料、負担金の増が主

な要因となっております。まず、需用費２９５万４,０００円で、前年度比２４万４,００

０円の増。特に大きいのは、消耗品２２６万円であります。この２２６万円は前年度比１

３万円の増となっておりますが、指定ごみ袋の購入費が増となっております。それから、

役務費、委託料、これらについては１４節も含めて例年同様の計上でありまして、１９節

負担金補助及び交付金で５,５８０万８,０００円、７３万２,０００円の増であります。

これは池北三町行政事務組合の負担金でありまして、ごみの搬出量がふえているというこ

とで、前年度比７３万２,０００円増の５,５８０万８,０００円となっております。

３項水道費１目の専用水道費２６７万６,０００円、これは、小利別の専用水道に係る

予算でありまして、２７万３,０００円ほど、前年度から減額になっております。主な要

因としては、委託料の減、あるいは備品購入の増が主な要因でありまして、１１節需用費

から役務費、委託料については、例年同様の計上でありますけれども、委託料１３４万

１,０００円、前年度比で４６万３,０００円の減となっております。大きな要因として

は、２４年度に施設設備改修で３９万９,０００円ほどの予算計上がありましたので、そ

の減額分。それと、１８節備品購入費３０万２,０００円。これは、水道メーター２個６

万１,０００円、それから、除湿乾燥機１台２４万１,０００円の計上であります。

２目の水道費９,８１１万８,０００円、前年度比２９３万円の減額となっております。

これは、簡易水道事業特別会計繰出金であります。

○議長（宮川 寛君） １１時２５分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時１０分

再開 午前１１時２４分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、引き続き、９５ページから説明をさせていただき

ます。

５款労働費１項労働諸費１目の労働諸費ですが、１１４万６,０００円の計上です。前

年度比、金額は小さいですが、１万８,０００円の増ということで、１９節負担金補助及

び交付金で１万８,０００円ほどふえております。共済費、賃金、需用費は例年同様の計

上でありまして、補助金の中で振動病予防対策事業２８万９,０００円、ここで２万７,０
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００円ほどふえております。

２目の緊急雇用対策費２,６２９万８,０００円、前年度比５５０万２,０００円の減額

となっております。この２,６２９万８,０００円の内訳として、町単独事業の雇用対策が

２,１０３万円、それから、介護施設従事者人材育成事業５２６万８,０００円が内訳と

なっております。賃金、それから需用費、役務費、委託料２,３５５万５,０００円。ま

ず、賃金については、昨年同様、若年層の雇用対策ということで、事務賃金２００人工、

１１２万３,０００円を計上しております。それから、１３節委託料２,３５５万５,００

０円ですが、前年度比５４３万７,０００円ほど減額になっております。まず、緊急雇用

対策事業、これは町の単独事業でありますけれども、１,８２８万７,０００円、５４９万

８,０００円ほど前年度より落ちております。介護施設従事者人材育成事業５２６万８,０

００円、これは、１００％、国の補助事業でありまして、国の補正予算絡みの事業であり

ます。緊急雇用創出推進事業という事業名で陸別町に割り振られた金額が５２６万８,０

００円であります。ＮＰＯとしらかば園への委託を考えております。１４節使用料及び賃

借料、原材料費は、例年同様の計上であります。

６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,８９３万３,０００円。前年度より３

６９万６,０００円ほどふえておりますが、主な内容としては、職員人件費、委託料の増

が主な内容であります。１節の報酬、給料、職員手当、共済費、旅費、交際費、需用費、

役務費、これは例年同様の計上でありますし、委託料３０８万７,０００円、これは新規

の事業でありますけれども、農地台帳地図化システム等整備事業であります。これは補助

もございまして、歳入のほうで説明をさせていただきます。１９節については、例年同様

の予算計上であります。

２目の農業総務費７,７４７万円、前年度比８９５万５,０００円の増でありますが、こ

れは職員人件費の増であります。２節給料、職員手当、共済費、農業総務費は職員の人権

費のみの計上となっております。３目の農業振興費８,９１３万１,０００円、前年度比１

１９万５,０００円の増となっております。主な要因としては、１４節の使用料及び賃借

料、１９節の負担金補助及び交付金で、前年度よりふえております。７節の賃金、旅費、

１１節需用費、１３節委託料、これは例年同様の計上でありまして、１４節使用料及び賃

借料６５万５,０００円、前年度比３３万６,０００円ほど増額になっております。これ

は、データ等使用料４８万６,０００円の中に入っておりますが、航空写真水土里情報シ

ステムの関係でありますが、現在は１９年に撮影した航空写真を使っておりますが、これ

は５年ごとの更新ということで、２５年からそのシステム使用料が３３万６,０００円ほ

ど増額になっております、その分が、この４８万６,０００円の中に入っております。そ

れから、１９節負担金補助及び交付金８,７３３万９,０００円、前年度比７７万８,００

０円の増となっております。大きな要因とすれば、補助金関係が増の要因でありますが、

まず資料の関係でいきますと、補助金の農業関係制度資金利子補給事業５８７万円、これ

は資料のナンバー３５を付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。
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それから、農業経営基盤確立資金利子補給事業、農業活性化総合資金利子補給事業、こ

れは資料ナンバー３６を付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

次のページ、上から３行目に青年就農給付金６００万円。これは、新規就農４人の年１

５０万円。これは、前年度から見ると増額になっております。それから、新農業人育成事

業１０６万３,０００円。これは、前年度から見ますと４０５万２,０００円ほど減額に

なっております。新農業人育成事業については、資料ナンバー３７を付しておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。その下の、陸別町農業近代化資金利子補給

事業２９７万９,０００円、前年度比３２万２,０００円の減額となっております。これ

も、資料ナンバー３６にありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

４目の畜産業費９,８２１万５,０００円、前年度比２,６５０万３,０００円の減額と

なっております。主な要因としては、１８節備品購入費で５７５万４,０００円の減額。

１９節負担金補助及び交付金で２,０８７万９,０００円の減額が主な要因であります。１

１節需用費、１２節役務費、次のページの１４節使用料については、前年同様の計上であ

ります。１８節備品購入費９１５万６,０００円、前年度比５７５万４,０００円の減額で

あります。機械器具でありますが、コントラに貸し付けする機械器具でありまして、２台

購入を予定しております。真空播種機１台ほかでして、資料ナンバー３８の１から３８の

３に、カタログといいますか、機械についてつけておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。１９節負担金補助及び交付金で８３７万６,０００円、前年度比２,０

８７万９,０００円の減額となっておりますが、大きな要因は、畜産担い手育成総合整備

事業、これは２４年度で終了しておりまして、前年度当初が１,５７４万８,０００円を計

上しておりました。それとあわせて、ＪＡの哺育センター堆肥舎の新築補助金５２５万円

も２４年度当初では計上しておりました。あわせて、この２,０９９万８,０００円が主な

減額の要因となります。それから、２１節貸付金８,０００万円、これは優良家畜導入に

係る貸付金でありまして、資料ナンバー３９を付しておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

５目の農地費８３４万６,０００円、前年度比９３万２,０００円の減額であります。１

１節需用費については昨年同様ですが、１３節委託料８１５万８,０００円、５２万８,０

００円の減額となっております。農業用施設維持管理事業であります。１６節については

前年同様、１９節については２８万３,０００円の減額の４万円となっております。

６目の営農用水管理費４,５５４万８,０００円、前年度比１,３３８万１,０００円の減

額となっております。主な要因としては、工事請負費で１,２００万２,０００円、負担金

で２４７万９,０００円、備品購入費、委託料で１０５万４,０００円の減、需用費などで

２１５万４,０００円の増が主な要因となっております。ちなみに、営農用水管理費にお

いては、条例も可決されましたけれども、第２トラリの供用開始が４月１日からというこ

とになりますので、２４年度までは上陸別地区の営農用水と通常のトラリ地区の営農用

水、あわせて第２トラリの工事負担金関係を予算計上しておりました。それが、５,８９
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２万９,０００円、前年度の予算であります。２５年度においては、上陸別地区の営農用

水が６７０万円、第２トラリ整備後のトラリ地区の営農用水が３,８８４万８,０００円、

合わせて４,５５４万８,０００円の予算計上であります。９節旅費については例年同様で

ありまして、１１節需用費で４７６万３,０００円、１９１万３,０００円の増となってお

ります。主な要因は、第２トラリの新浄水場の供用開始に伴いまして、まず、光熱水費で

２９０万１,０００円。前年度から見ると、１６５万４,０００円の増となっております。

あわせて、燃料費６４万２,０００円、１８万５,０００円ほど、前年度より増額になって

おります。１２節役務費４１万７,０００円、これは例年同様の経費であります。１３節

委託料５１８万５,０００円、前年度比３１万１,０００円の減額であります。この中で、

３行目に実施設計１５１万２,０００円とあります。これは、上陸別地区の営農用水の関

係でありますけれども、道道津別陸別線改良工事に伴う水道管移設に係る実施設計費であ

ります。それから、施設等改修４９万９,０００円。これは、前年度比１２１万４,０００

円の減となっておりますが、２４年度においては、上陸別地区の浄水場の機器２台の分解

業務委託がありました。これが１３３万３,０００円の減額となっております。これが大

きな要因となるところであります。１４節使用料及び賃借料は例年同様。工事請負費９９

万８,０００円、前年度比１,２００万２,０００円の減額となります。給水管布設という

ことで、トラリ地区の配水管整備に伴う３戸分の給水管の切りかえ工事であります。備品

購入費２０万７,０００円、これは、水道メーターの購入。負担金補助及び交付金３,３４

６万円、前年度比２４７万９,０００円の減額となっております。資料ナンバー６に第２

トラリ地区営農用水に係る事業計画がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。その１９節の負担金の中の一番下、道営土地改良事業地元負担３,３００万円、こ

れは、２５年度の総事業費１億２,０００万円、それの地元負担分、２７.５％分が３,３

００万円となります。その上、土地改良事業団体連合会４２万８,０００円は、総事業費

１億２,０００万円の１,０００分の１.３プラス均等割２万円の１７万６,０００円、それ

と、積算システムの負担金が２５万２,０００円、合わせて４２万８,０００円となりま

す。

７目の公共草地管理費３８９万３,０００円、前年度比１５７万３,０００円の増であり

ます。主な要因は、工事請負費１３３万７,０００円が増額となっております。４節共済

費から賃金、需用費、役務費は、例年同様の計上であります。１３節委託料も例年どおり

の計上、１４節使用料及び賃借料も例年同様の計上であります。１５節工事請負費１３３

万７,０００円。機器更新工事でして、トラリ草地の配電路線高圧開閉器の取りかえ工事

１３３万７,０００円であります。

８目の農畜産物加工研修センター管理費７,５６７万９,０００円、前年度比で６,０８

４万４,０００円ほどふえております。この７,５６７万９,０００円の内訳としては、経

常的な管理費、人件費を含めますけれども、あわせて玄関ほかの塗装もありますが、それ

らが１,２７２万７,０００円。それから、製造販売に伴う改修工事、備品、それから需用
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費、賃金、これらが６,２９５万２,０００円となります。合わせて、７,５６７万９,００

０円の予算計上となっております。２節の給料、職員手当、４節共済費、一般職の共済費

までが職員の人件費に係る分、共済費の中で社会保険料等６,０００円、そのうちの４,０

００円が製造販売に係る経費であります。７節賃金の１８６万７,０００円。臨時作業員

賃金でありますけれども、経常的な加工センター周辺の管理、館内清掃が６４万４,００

０円、製造販売に係る賃金は１２２万３,０００円であります。アドバイザー、それから

製造に係る加工補助、合わせて１２２万３,０００円となります。それから、旅費３３万

３,０００円、これは新規でありまして、全て製造販売に係る旅費になります。職員の販

売拡大、あるいはＰＲ、あと、アドバイザーの北見陸別間の旅費と、それから、アドバイ

ザーの札幌に出向いての販路拡大あるいはＰＲ、それらの旅費が３３万３,０００円であ

ります。それから、１１節需用費５２３万８,０００円、前年度より１８７万９,０００円

ほど増額になっております。まず、消耗品費で６９万８,０００円。従来の経常的な消耗

品は３２万５,０００円であります。製造販売に係る新規の消耗品３７万３,０００円、合

わせて６９万８,０００円となります。燃料費は、経常的な加工センターの燃料費１６８

万４,０００円。それから、印刷製本費１５５万７,０００円は、製造販売に係る新規の予

算計上でありまして、これは、牛乳の試供品、ラベルの印刷、あるいはシカ肉ジャーキー

も２５年度販売を予定をしておりますけれども、それのラベルの印刷、これが１５５万

７,０００円となります。光熱水費１１８万４,０００円、これは増改築に伴う予算も入っ

ておりますけれども、経常分も含まれております。それから、次のページ、役務費であり

ます。６７万２,０００円で、１１１万８,０００円ほど前年度よりふえております。通信

運搬費６万１,０００円。それから手数料、クリーニング１万９,０００円、これは、経常

的な予算となっております。建築確認申請２万円。これは、加工センターの改修工事に伴

う建築確認申請手数料でありまして、それから、製品検査１８万８,０００円、これも加

工製造販売に係る予算であります。製品検査、牛乳豆腐などの検査に係る費用。それか

ら、その下、食品衛生法営業許可申請５万２,０００円、これも製造販売に係る予算とな

ります。それから保険料ですが、建物火災保険３３万円、そのうち経常分が２８万５,０

００円でありまして、増築に伴う加算分４万５,０００円、それが製造販売に係る分。そ

れから、食品衛生賠償保険２,０００円、これは製造販売に係る分であります。委託料１

６５万３,０００円、１０２万９,０００円の増でありますが、これは２段目の施設整備、

玄関ほかの塗装業務の経費１０２万９,０００円であります。１４節の使用料及び賃借料

５万２,０００円は、経常の経費になります。１５節工事請負費４,５４２万円、これは、

乳製品製造に伴う改修でありまして、資料のナンバー４０の１、２に図面をつけておりま

すので、参照をいただきたいと思います。原材料費５３万８,０００円、これは製造に係

る部分の予算でありまして、牛肉、あるいは生乳の購入のための材料費。それから、備品

購入費１,３１８万２,０００円、機械器具でありまして、これは乳製品の製造に伴う備品

の購入であります。資料ナンバー４０の３をつけておりますので、後ほどごらんをいただ
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きたいと思います。１９節負担金補助及び交付金、負担金、北海道衛生協会１万５,００

０円、これは２種類の負担金、入会に伴う負担金であります。それから、農用地管理事業

費、これは廃目となります。

２項の林業費１目の林業振興費６,７３３万２,０００円。この予算の中には上陸別地区

の小規模治山事業１,６６０万円も入っております。前年度と比較して２,０７１万３,０

００円ほどふえておりますが、これは工事請負費、それから、補助金の増額が主な要因で

あります。１節の報酬から賃金、旅費、需用費、１２節役務費までは、例年同様の計上で

ありまして、委託料で２３万９,０００円、前年度から見ると３８０万８,０００円ほど減

額になっております。これは、小規模治山事業の測量設計３８５万円が２４年度当初にあ

りましたので、その減額が大きな要因となります。１５節工事請負費１,５４４万４,００

０円、前年度から見ると７７１万１,０００円ほどの増、これは治山工事でありまして、

上陸別地区の治山工事であります。箇所図を資料ナンバー４１につけておりますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。１９節負担金補助及び交付金５,０７７万９,００

０円、前年度比１,７０８万９,０００円の増となっております。負担金については例年同

様の計上でありまして、補助金のほうでふえております。まず、民有林造林促進事業１,

７７９万４,０００円でありますが、前年度から見ると５７１万７,０００円ほど増額に

なっております。それとあわせて、その下の未来につなぐ森づくり推進事業２,８２４万

５,０００円、前年度から見ると１,１４４万５,０００円ほど増額になっております。こ

の民有林造林と未来につなぐ森づくり、資料ナンバー４２を付しておりますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

２目の狩猟費７６６万２,０００円、前年度から見ると２５万９,０００円ほど増額に

なっておりますが、大きな要因は、８節の報償費４２１万５,０００円、９２万５,０００

円ほど増額になっております。内訳としては、２４年度当初ではエゾシカの駆除で６００

頭を計上しておりましたけれども、２５年度においては２００頭増の８００頭を計上して

おります。その増額分が４２１万５,０００円の中に入っております。次のページ、１１

節需用費、１２節役務費、これらは例年どおりの計上であります。１８節備品購入費６万

円、これは有害駆除をした鳥獣を確認する部位を保管する冷凍庫１個を購入したいという

ことで予算計上をしております。

３目の林道新設改良費４５７万５,０００円、前年度から見ると５２万４,０００円ほど

減額となっております。大きな要因とすれば、工事請負費で２６５万４,０００円、前年

度から見ると６５万６,０００円ほど減額となっております。林道法面補修工事１２３万

７,０００円、これは、川向勲祢別線、宇遠別線２カ所分、それから、林道維持管理工事

１４１万７,０００円、クンネベツ２号線の側溝整備に係る予算計上であります。１６節

原材料費は、例年どおりの計上となります。

７款商工費１項商工費１目の商工総務費２,０８２万６,０００円で、４８６万５,００

０円の減額となっておりますが、これは、人件費、職員給与の減額が主な要因でありま
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す。２節の給料、職員手当、それから次のページ、共済費の職員費の計上であります。

２目商工振興費１億５５３万８,０００円、前年度から見ると２,４５３万９,０００円

の増となります。報償費は例年どおりですが、負担金補助及び交付金で３,５４９万７,０

００円、前年度から見ると４５３万９,０００円ほど増額となっております。大きな要因

としては、商工振興事業２,７７８万９,０００円ですが、実は、２３年度から、町の課長

職を商工会の事務局長として１名派遣をしておりますが、２５年度から、北海道の補助

金、つまり、北海道が財政難で、自治体が職員を派遣している場合は補助金は出しません

と、そういう通知がございまして、職員派遣分の人件費に係る北海道の補助金が２５年度

からなくなりました。それに伴う補助金が、３６５万５,０００円ほど増額となります。

それとプレミア商品券、昨年同様７月に１,２００万円、１２月に１,８００万円、合わせ

て３,０００万円を商工会で予定しておりますが、その１５％分、４５０万円が２,７７８

万９,０００円の中に含まれております。資料ナンバー４３に補助金の内訳をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。次のページになりますが、交付金、

日産自動車購入助成事業３１０万円、これも継続して実施するということで予算計上して

おります。それから、貸付金７,０００万円、信用保証貸付金７,０００万円。２４年度ま

で５,０００万円でありましたけれども、２５年度から２,０００万円増額しまして、融資

の拡大を図ったところであります。

３目の観光費１,６８３万３,０００円、前年度から見ると１７９万３,０００円ほどの

減額となっておりますが、２４年度において備品購入費で３００万９,０００円、補助金

でいくと１２６万円ほど、２５年度、増額になっております、その差し引きが主な要因と

なります。９節旅費から１１節需用費、１２節役務費、１３節委託料までは、例年同様の

計上でありますけれども、１９節負担金補助及び交付金１,３４９万円、前年度から見る

と１２６万円ほど増額になっております。これは、観光協会に対する補助金４７４万円、

１２６万円の増であります。内容としては、ふるさと銀河線りくべつ鉄道まつりは、２４

年度までは１日開催でありましたけれども、鉄道まつりの充実を図るということ、これに

ついては役員会などでも考え方が一致しておりまして、それらについて２５年度は２日間

で開催をするということで今予定をしております。その前夜祭として花火を実施したいと

いうことで、その経費１２６万円の増となります。なお、この当初の予算段階では宝くじ

の補助金を見ておりませんが、今、宝くじ補助金のほうにも申請をしておりまして、内示

が来れば、財源の振りかえをしていきたいというふうに思っております。

４目公園費８０２万９,０００円、１８１万１,０００円ほど、前年度から見ると増と

なっております。イベントセンターの改修２１７万３,０００円が主な要因となりまし

て、需用費、それから役務費については、例年同様であります。１３節委託料５４３万

２,０００円、前年度から見ると２１２万５,０００円の増であります。大きな要因は、下

から３行目の施設等維持補修２１７万３,０００円。これは、イベントセンターの研修

室、展望室などの床の改修であります。それが増額の要因となります。
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５目の消費者対策費８７万１,０００円、２５万５,０００円ほど増となっております。

８節報償費、需用費は例年同様ですが、２５年度、新規に委託料として一時保育を考えて

おります。その経費１万２,０００円を新規に計上しております。それから、１９節負担

金補助及び交付金で、１６万９,０００円増の３４万１,０００円。消費生活専門相談員養

成事業、それから交付金、消費生活支援事業で、それぞれ増額になっておりまして、合わ

せて１６万９,０００円の増となります。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費４,３４６万７,０００円、８０１万３,００

０円の増でありますが、人件費の増が７６６万６,０００円、委託料の増が２８万１,００

０円、合わせて７９５万ほど、前年度から見るとふえているのが要因となります。給料、

職員手当、共済費、旅費、需用費については、例年同様でありまして、１３節で委託料２

８万１,０００円、これは、２４年度においては６月補正で予算をお願いしたのですが、

樋門管理であります。２４年度までは、管理人として地域の方にお願いをしておりまし

た、１２名ですが、実はその管理人の方もだんだん高齢化になってきておりまして、非常

時にその樋門の管理をするというのは、非常に危険な状態になります。したがって、これ

らについては、２５年度からは業者に委託をするということで、委託料で２８万１,００

０円の予算を見ております。１９節負担金補助及び交付金は、経常の予算であります。２

項道路橋りょう費１目の道路橋りょう総務費４,７３７万７,０００円、前年度から見ると

９５３万円ほど減額となっておりますが、主な要因は、２４年度において７トンダンプ１

台、それから、ミニショベル１台３,９２７万円を計上しておりましたけれども、２５年

度においては、ショベル１台３,０２６万３,０００円の計上をしております。その差額が

９００万円ほどございまして、それらの減額が主な要因となります。１１節需用費１,２

２４万２,０００円で、１７５万１,０００円の増。消耗品費で５２２万円、１４４万６,

０００円ほど増額になっております。１２節役務費３１２万６,０００円で、４０万３,０

００円ほど増額。これは、車両検査等で１６６万９,０００円、前年度から見ると３０万

円ほど増額になっております。１３節委託料で１５６万５,０００円、前年度から見ると

２６３万８,０００円ほど減額になっております。この主な要因は、道路台帳作成及び修

正１５６万５,０００円、これが、前年度から見ると１６３万８,０００円ほど減額になっ

ております。次のページ、備品購入費３,０２６万３,０００円、先ほど説明しましたけれ

ども、９００万７,０００円ほどの減額、２５年度においてはショベルを１台更新したい

ということで予算計上をしております。資料ナンバー４４を付しておりますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

２目の道路維持費１億１,４８９万８,０００円、前年度と比較しますと３０６万５,０

００円の減額となっております。主な要因としては、工事請負費で３８４万３,０００円

の減、委託料で７７万６,０００円ほどの増額、この差し引きした分が減額の要因となり

ます。１１節需用費は例年どおりですが、１３節委託料７,５４６万円、７７万６,０００

円の増額となっております。資料ナンバー４５の１は業務一覧、４５の２は箇所図を付し
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ております。後ほど、ごらんをいただきたいと思います。１４節使用料及び賃借料は例年

同様の予算。１５節工事請負費で３,４４６万３,０００円、３８４万３,０００円ほど、

前年度より落ちております。工事箇所、一覧については、資料４５の１に付しております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。原材料費は前年同額の３００万円。

３目の橋りょう維持費６６０万１,０００円。前年度から見ると１６５万円ほどふえて

おります。これは委託料で６６０万円ですが、１６５万円ほど、前年度から増額になって

おります。これは２３年度、２４年度で橋梁８７橋の点検調査をしました。２５年度にお

いては、橋りょう長寿命化修繕計画、８７橋について計画を策定して、これは、２６年度

以降の８７橋の修繕計画に含まれるわけですけれども、それの計画を２５年度策定すると

いうことで６６０万円、前年度から見ると１６５万円ほど増額になっております。

４目の道路新設改良費２,６１９万７,０００円、前年度から見ると２,５４８万１,００

０円ほど減額となっております。この道路新設改良費につきましては、町道新町８号通

り、新町４号通りの予算２,６１９万７,０００円となります。２４年度と比較しますと、

２,５４８万１,０００円の減額となります。９節の旅費から需用費、役務費、使用料及び

賃借料については、例年同様の予算でありまして、１５節工事請負費２,３１０万円、１,

９７６万８,０００円ほど、前年度から見ると減額になっております。道路改良１,３６５

万円、これは新町４号通りです。歩道改良９８５万円、これは新町８号通りの工事となり

ます。

５目橋りょう新設改良費は科目存置となります。

６目の街路灯費８６２万３,０００円、前年度から見ると７６万２,０００円ほど増と

なっております。大きな要因としては、１５節の工事請負費で３７８万円、１３７万５,

０００円ほど、前年度よりふえておりますが、街路灯改修ということで、ＬＥＤ灯です

が、町道駅前東通り、場所でいけば東１条１区の旧ケイセイの社宅の裏側からＡコープの

裏側まで１２灯分の工事請負費となります。

８款土木費３項河川費１目河川総務費７７万９,０００円、これは需用費、委託料、負

担金補助及び交付金、例年どおりの計上。

４項の住宅費１目の住宅管理費１,３１６万４,０００円、前年度比較４５５万５,００

０円の減額。主な要因は、工事請負費で７１４万４,０００円の減額、負担金で２６０万

４,０００円の増、この差し引きが主な要因となります。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、引き続き、１２３ページ下段から説明をさせてい

ただきます。
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４項住宅費１目住宅管理費１,３１６万４,０００円の計上であります、前年対比４５５

万５,０００円の減額。主なものとして、工事請負費で７１４万４,０００円の減額、負担

金で２６０万４,０００円の増となっております。９節旅費、１１節、それから次のペー

ジ、役務費、委託料は例年同様でありまして、１５節工事請負費１６３万５,０００円、

工事請負費で７１４万４,０００円の減額となっております。これは、つつじヶ丘団地の

物置などの改修１６３万５,０００円であります。１９節負担金補助及び交付金２６０万

４,０００円、北海道自治体情報システム協議会の負担金でありまして、これは公営住宅

の管理システムの更新の負担金になります。

２目の住宅建設費６,０４５万６,０００円の計上、前年度比で３,５０７万３,０００円

の減額となっております。主なものとしては、工事請負費で３,９６６万２,０００円の減

額、委託料で４７２万５,０００円の増となっております。９節の旅費から需用費、役務

費については、例年同様の計上でありまして、１３節委託料４７２万５,０００円、これ

は新規ですけれども、住生活基本計画及び公営住宅等長寿命化計画の策定の委託料になり

ます。１５節工事請負費５,５１９万２,０００円、３,９６６万２,０００円の対前年比で

減額となっております。資料ナンバー４６に公営住宅の建設に係る配置図を付しておりま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。公営住宅建設で３,０４５万円、これ

は新町団地の１棟２戸分、それから、解体５９３万２,０００円、これは新町団地の２棟

８戸の解体となります。それから次のページ、公営住宅改修１,４９１万円ですが、上斗

満団地の屋根防水工事が３棟６戸分、それから、第２若葉団地の屋根防水工事が１棟８戸

分、第２緑町団地の外壁塗装工事が４棟８戸分の工事となります。外構工事は新町団地で

ありまして、３９０万円となっております。

５項の下水道費１目の下水道費８,３３９万８,０００円、対前年比で８９２万３,００

０円の減額ですが、これは公共下水道事業特別会計への繰出金となっております。

９款消防費１項消防費１目の消防費１億６,８５２万４,０００円。前年対比２,１０８

万１,０００円の増でありますけれども、３点ほどございまして、一つが、消防広域に係

る救急無線デジタル化の負担金２３４万円、それから、消防庁舎周辺駐車場の舗装工事が

５５２万円、３点目が上斗満消防会館に配置されております小型動力ポンプ付積載車１台

の更新１,２２９万６,０００円が主な要因であります。内訳については、予算書の１６７

ページから１７０ページに記載をしておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。

２目の災害対策費１２７万７,０００円、２２９万４,０００円の減額ですが、主なもの

としては、２４年度で負担金２４２万９,０００円の防災情報システム機器の更新があり

ました、この減額が大きい要因となっております。１節報酬、１１節需用費、この中で需

用費で７８万１,０００円、４３万５,０００円増となっておりますが、主なものとしては

修繕料５８万８,０００円、４１万４,０００円の増であります。これは、防災無線の修繕

に係る費用になります。１２節役務費から１３節委託料、１４節の使用料及び賃借料まで
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は例年同様の計上でありまして、備品購入費で１１万８,０００円、これは防災無線の小

型携帯端末機バッテリー４個の購入の予算になります。１９節は例年同額であります。

１０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費１７５万８,０００円。１節報酬から９

節旅費、１０節の交際費、需用費、負担金補助及び交付金は例年同様の計上であります。

２目の事務局費１億２９０万９,０００円、前年度比２,５２３万５,０００円の増であ

りますけれども、大きな要因としては、教員住宅建設事業で２,９１０万７,０００円の

増、職員人件費で３８９万４,０００円の減額、この差し引きしたものが大きな要因と

なっております。給料、職員手当、共済費は職員の人件費に係る分、９節旅費、１１節需

用費、１２節役務費については、例年同様の予算でありますけれども、１３０ページ中ほ

どに、建築確認申請２万円、それから火災保険料１１万円、そのうちの８,０００円、そ

れから１５節工事請負費の２,８６１万９,０００円。教員住宅１棟２戸分、場所はルナ

コートの横側になります。備品購入費４６万円。これは職員住宅用と書いておりますけれ

ど、教員住宅の物置の購入でありまして、４６万円。これらが教員住宅建設事業に係る予

算でありまして、合わせて２,９１０万７,０００円となります。それから、２１節貸付金

１７４万円は、高校生３人分、大学生５人分の奨学金の予算であります。

３目教育振興費７２８万３,０００円、前年度に比較して１１３万８,０００円の増であ

りますけれども、主な要因としては、２年ごとに実施しております児童生徒芸術鑑賞１０

０万円が増額の主な要因となっております。１節の報酬から４節の共済費、賃金について

は例年どおりでありまして、報償費で１４５万８,０００円、このうち謝礼金１００万

円、今説明させていただきました、２年ごと実施している児童生徒の芸術鑑賞の謝礼金で

あります、１００万円が含まれております。９節旅費、１１節需用費、役務費、委託料、

負担金補助及び交付金は例年同様の計上となっております。

４目のスクールバス運行管理費４,９６１万５,０００円、前年比２,１８６万９,０００

円の増でありますが、西斗満線のスクールバスの更新２,１６７万８,０００円が主な要因

となっております。１１節は経常でありまして、役務費、車両検査５万９,０００円、廃

棄処理４万２,０００円、保険料３４万４,０００円のうち１０万４,０００円、備品購入

費２,１４３万２,０００円、公課費４万１,０００円、これがスクールバス購入に係る費

用であります。資料ナンバー４８を添付しておりますので、後ほど御参照いただきたいと

思います。

５目の教育振興費４５万２,０００円の計上でありますが、報償費以下１９節負担金補

助及び交付金までは、例年どおりの計上であります。

２項の小学校費１目の学校管理費１,９９７万５,０００円、２３万円ほど減額になって

おりますが、１節報酬から需用費、役務費、委託料、これらについては例年同様でありま

すけれども、委託料のうち、１３５ページの２段目、施設整備９７万１,０００円、これ

は２０万２,０００円ほど増額になっておりますが、これは体育館のバスケットボールの

ゴールの撤去、それからグラウンド除草剤散布、職員玄関へのインターホン設置、これら
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合わせて９７万１,０００円であります。それから、１４節使用料及び賃借料、原材料

費、これらは例年どおりでありますが、備品購入費で２６万８,０００円、これは加湿器

３台、除湿器２台、電気ストーブ１台の購入費用２６万８,０００円となっております。

２目の教育振興費６５５万５,０００円、３４８万円ほど増額になっております。備品

購入費で３３１万６,０００円の増となっているのが大きな要因であります。１１節需用

費、１２節役務費、１３節委託料は例年同様でありまして、１８節備品購入費で４２４万

３,０００円、３３１万６,０００円ほど前年度より伸びておりますが、これは小学校のコ

ンピューターの更新に係る分でして、２５年度、２６年度で、年次計画で更新するもので

あります。資料ナンバー４９にコンピューター更新に係る資料を添付しておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

３項中学校費１目の学校管理費２,６２３万７,０００円、前年対比でいきますと４,０

２４万６,０００円の減額になっております。主な要因としては、２４年度で中学校の外

構工事４,０００万円がありましたので、それが主な要因となります。２節の給料、職員

手当、共済費については、職員に係る人件費であります。需用費で１,２８５万円、前年

度から比較すると１０１万９,０００円ほど伸びておりますが、燃料費９４５万６,０００

円で、前年度から見ると９０万３,０００円ほど伸びております。あわせて光熱水費２２

０万３,０００円、前年度比較しますと１５万５,０００円ほど伸びているということが要

因となっております。１２節役務費、１３節委託料は例年同様でありますけれども、この

委託料の中で、１３９ページ上段にあります、施設整備１１０万６,０００円ですが、こ

れは、防犯カメラを生徒玄関２カ所に設置するということと、停電用の電話を１台購入し

たいということで１１０万６,０００円であります。１４節使用料及び賃借料、１６節原

材料費、備品購入費、負担金補助及び交付金については、例年どおりの計上となります。

２目の教育振興費８６５万３,０００円、前年比４４５万１,０００円の増であります

が、備品購入費で５２２万３,０００円の増、需用費で８８万２,０００円の減額、扶助費

で１０万８,０００円の増、これらを差し引きしたものが増額の要因となっております。

１１節需用費で１１９万８,０００円、８８万２,０００円の減額ですが、大きいものとし

ては、９２万９,０００円、消耗品ですが、８６万１,０００円の減額になっております。

１２節、１３節については例年どおりでありまして、１４節についても例年どおりの計上

であります。１８節備品購入費で６１６万６,０００円、教材用備品でありますが、５２

２万３,０００円、前年度より伸びております。これも中学校のコンピューター更新に係

る予算でありまして、２５年度、２６年度の２年間で更新するというものであります。資

料ナンバー５０を付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

４項の社会教育費１目の社会教育総務費１,５７８万４,０００円、１５４万４,０００

円ほど増額になっておりますが、これは、委託料と交付金で増額になっているのが主な要

因であります。１節の報酬から１４１ページの共済費、賃金、報償費、旅費、需用費、役

務費、これらについては例年どおりの計上でありますけれども、１４２ページの委託料４
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０万４,０００円で、前年から見ると３９万９,０００円ほど伸びております。これは備品

の整備委託でありまして、木やり太鼓、小さい太鼓２個の皮を張りかえるという予算３９

万９,０００円、それから、１９節負担金補助及び交付金で１,０３３万３,０００円、１

０６万ほど、前年度から見ると増額になっております。負担金については、例年同様の計

上でありまして、補助金のうち、１４３ページのあかえぞ発刊事業７５万円、１９万３,

０００円ほど増額になっておりますが、これは、あかえぞ発刊３０号記念特集号を増刷す

ると言うことで増額になっております。それから、交付金でありますけれども、下から２

行目の、中学生等海外研修派遣事業４９２万円、９７万円ほど前年度から伸びております

が、２４年度当初予算では１５名分を見ておりましたけれども、２５年度２０名分、５名

増分の４９２万円、それから、冒険・体感ｉｎとうきょう実行委員会１４２万５,０００

円ですが、これも９万９,０００円ほど、前年度から伸びております。前年度１７人を予

算計上しておりましたけれども、２５年度１９名の２名増で予算を見ております。

２目の公民館費１,０４６万７,０００円、３１万円ほど前年度から伸びておりますが、

これは、１１節需用費で３８２万７,０００円、燃料費で２３３万４,０００円、２７万

８,０００円ほど、前年度から伸びているということになります。次のページ、役務費、

委託料、使用料及び賃借料、備品購入費、負担金補助及び交付金は例年どおりの計上であ

ります。

３目の文化財保護費９３万円、前年度から見ると２３４万４,０００円ほど減額になっ

ておりますが、主な要因としては、関寛斎没後１００周年記念の事業、交付金で１９５万

９,０００円ほど予算計上しておりました。それと、作業員賃金で１４万９,０００円ほど

予算計上しております。合わせて２１０万８,０００円が主な減額の要因となっておりま

す。報酬、報償費、旅費、需用費、委託料、負担金補助及び交付金、それぞれ例年どおり

の計上であります。

５項保健体育費１目の保健体育総務費３１９万８,０００円、１５万円ほど増額になっ

ておりますが、報酬、報償費、旅費、需用費、使用料及び賃借料、負担金補助及び交付金

については、例年どおりの計上であります。体育施設費１,４３５万９,０００円、前年度

から見ると１１５万２,０００円の減額ですが、大きな要因としては、委託料１３０万円

の減額が大きな要因であります。１１節需用費３３８万７,０００円、４６万１,０００円

ほど前年度より伸びておりますが、これは、修繕料６２万円となっております。これは、

町民スケートリンクのホーキングマシンを修繕する費用であります。１２節役務費は例年

どおり。１４８ページ、委託料１,０１４万９,０００円、前年度から見ると１３０万円ほ

ど減額になっております。大きなものとしては、２４年度において体育施設の改修で１８

９万６,０００円ほど予算計上しておりました。それが大きな要因でありますけれども、

この中で、設備改修５２万５,０００円、これは新規でありまして、パークゴルフ場のし

らかばコースのコース案内板の改修であります。１４節使用料及び賃借料、原材料費、備

品購入費については、例年どおりの計上となっております。
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３目の学校給食費３０１万５,０００円、４９万３,０００円ほど、前年度から伸びてお

りますが、これは、旅費５０万円、学校給食に係る道庁協議等々で、今回、旅費として５

０万円ほど計上しております。それから、食糧費では１１３万４,０００円、弁当休みの

日１０回分の予算となっております。

１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目の農業用施設災害復旧費６万６,

０００円、これは５４６万円ほど前年度より減額になっておりますが、２４年度において

は工事請負費がございました、その分が減額となっております。旅費、需用費は事務的予

算の計上であります。

２目の林業用施設災害復旧費４万５,０００円、これも同様の、旅費、１１節の前年同

額であります。

２項の公共土木施設災害復旧費１目の道路橋りょう災害復旧費７万１,０００円、４０

万３,０００円ほど減額になっておりますが、これは２４年度において工事請負費３８万

９,０００円があったために、それが大きな要因となります。旅費、需用費、負担金補助

及び交付金は、事務的な経常経費の計上となっております。

１５０ページ、１２款公債費であります。１目元金４億２,２８９万１,０００円、前年

比９９万３,０００円の減額、２目の利子６,４５６万１,０００円、前年比６０２万１,０

００円減額の予算計上となっております。１３款予備費は、前年同額４００万円の計上で

あります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、１１ページをお開きください。

２、歳入。

１款町税１項町民税１目個人、今年度９,５３８万７,０００円、前年比３５４万８,０

００円の減額、率にしますとマイナス３.６％となっております。ちなみに、今年度の９,

５３８万７,０００円は、２４年度予算１２月補正でいくと９,７３５万１,０００円であ

りました。したがって、１２月補正から見ると２％の減額、１９５万４,０００円減額し

た９,５３８万７,０００円の計上となります。現年課税分では９,５２０万円、１２月補

正後から見ると２％の減額となります。所得の減が大きな要因となっております。

２目の法人ですが、１,７８５万５,０００円、前年比１４９万２,０００円の増となっ

ております。１２月補正後の数字は１,８９９万６,０００円でありますので、約６％の

減、１１１万４,１００円の減額の１,７８５万５,０００円の予算を計上しております。

２項の固定資産税１目固定資産税ですが、１億５,２６９万４,０００円、前年比６２万

１,０００円の減額で０.４％の減となっております。ちなみに、１２月補正後の数値、１

億５,６８３万２,０００円から見ますと、２.６％の減額、４１３万８,０００円減額した

１億５,２６９万４,０００円の予算計上となっております。現年課税分については１億

５,２６０万１,０００円、滞納繰越分は９万３,０００円であります。

２目の国有資産等所在市町村交付金６４１万１,０００円、前年比８６万５,０００円の

減額となっております。
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３項軽自動車税１目軽自動車税ですが、４７８万２,０００円、前年比１万２,０００円

の増でありますが、現年度課税分で４７７万５,０００円。前年度においては１,１９１台

分、４７６万７,０００円でしたが、今年度、１,１９２台分、１台増で４７７万５,００

０円の計上であります。

次のページ、４項たばこ税１目たばこ税ですが、２,４７４万４,０００円、３４７万

４,０００円増の予算計上であります。

２款地方譲与税１項自動車重量譲与税１目の自動車重量譲与税６,１００万円、これは

前年同額を計上しております。

２項の地方揮発油譲与税１目地方揮発油譲与税２,３５０万円、前年比５０万円減額を

して予算計上をしております。

３款利子割交付金１項利子割交付金１目利子割交付金７０万円、これは前年同額を計

上。

４款配当割交付金１項配当割交付金１目配当割交付金１４万円、これも前年同額を計上

しております。

５款株式等譲渡所得割交付金１項の株式等譲渡所得割交付金１目の株式等譲渡所得割交

付金８万８,０００円、これも前年同額を計上しております。

６款の地方消費税交付金１項の地方消費税交付金１目の地方消費税交付金２,７００万

円、前年対比４４万４,０００円ほど減額して予算計上しております。

７款の自動車取得税交付金でありますが、１,０００万円、対前年比１００万増の予算

を見ております。

８款地方特例交付金ですが、２５万円と、前年比９２３万５,０００円と大きく減額に

なっております。これは、昨年４月１日から児童手当に改正になりまして、児童手当、子

ども手当特例交付金が廃止されたことによる大幅な減額となるものであります。

９款地方交付税であります。今年度、２０億８,８１０万３,０００円を計上しておりま

す。内訳としては、普通地方交付税で１９億８１０万３,０００円、特別地方交付税で１

億８,０００万円、普通交付税については、対前年比で０.８２％減の１,５７８万７,００

０円を減額した計上となっております。

１０款交通安全対策特別交付金でありますが、５４万５,０００円、これは前年同額を

計上しております。

１１款分担金及び負担金１項分担金１目の総務費分担金１５２万１,０００円、前年同

額ですが、これは地上デジタル中継局施設整備の分担金でありまして、ＵＨＢ、ＨＴＢか

ら入ってくるものであります。農林水産業費分担金、ゼロ、これは、２４年度で畜産担い

手育成総合整備事業が終了したことに伴っての廃目となります。

２項の負担金１目の民生費負担金４１２万８,０００円、老人福祉施設入所措置等徴収

金、これは町外施設入所者９人分の負担金となります。

１２款使用料及び手数料１項使用料１目の総務使用料３,４１６万７,０００円、前年比
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２２１万６,０００円の増であります。１節の行政財産使用料については、前年度並みの

計上。福祉館もタウンホールも、前年度並みの計上であります。４節のふるさと交流セン

ター使用料１,２３１万７,０００円で、前年比４７万８,０００円増となっております。

これは歳出でも説明しましたけれども、宿泊利用者の増に伴う使用料の増額となります。

それから、５節の銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,５６０万６,０００円ですが、前年

比１６４万４,０００円ほど増額になっております。大きな要因としては、コテージの使

用料１,２８０万３,０００円。対前年比で１６８万８,０００円の増となっております。

これも同じく、ＪＴＢですとか、一般利用者の増に伴う収入の増ということになります。

２目の民生使用料１,０３９万２,０００円、前年比２４万６,０００円の減でありま

す。大きいものとしては、まず、老人福祉使用料２５９万２,０００円、これは金額は小

さいのですが、福寿荘の入所者６室６人分の使用料、児童福祉使用料７２０万円、これは

保育料ですけれども、幼児５７人分の使用料７２０万円であります。福祉住宅使用料、か

らまつハウスの使用料でありますが、５戸分６０万円であります。

それから、３目の衛生使用料５９０万８,０００円、１節の保健衛生使用料２３０万８,

０００円は、９万４,０００円ほど、前年度よりふえておりますが、これは公衆浴場使用

料で２２９万８,０００円、前年比９万４,０００円ほどふえております。２節の水道使用

料３６０万円、前年比で２９０万円ほどふえております。これは、小利別地区の水道の使

用料３６０万円であります。

それから、４目農林水産使用料５３６万９,０００円、２１万３,０００円ほど伸びてお

りますが、１節の農林水産使用料１６万９,０００円で、これは前年比１４万３,０００円

ほど伸びておりますが、加工センターの有料化に伴う収入増の１６万９,０００円であり

ます。条例改正によって、有料化に伴う収入増ということになります。２節の営農用水使

用料５２０万円、これは営農用水の使用料であります。

５目の商工使用料３万１,０００円、これは前年同額。

６目の土木使用料６,７７８万円、９２万円ほどふえておりますが、大きな要因として

は、３節の住宅使用料６,５４９万９,０００円で、９１万９,０００円ほど伸びておりま

す。説明欄に記載のとおりでありますが、大きな要因としては、公営住宅使用料３,５２

４万円、ここで９９万６,０００円ほど伸びております。

７目の教育使用料１８５万２,０００円、４２万４,０００円の増でありますが、大きな

要因は、３節の学童保育所使用料１６８万円、前年比４２万円ほどふえております。前年

度、学童保育については１５名を計上しておりましたけれども、今年度２０名を計上して

１６８万円です。

１２款の２項手数料１目総務手数料１５０万２,０００円、これは例年どおりの計上で

あります。

２目の衛生手数料６０５万２,０００円、４６万３,０００円の増でありますが、これ

は、衛生手数料６０４万円の前年比４６万３,０００円の増額になっております。これ
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は、１８ページの一番下にありますが、ごみ処理手数料５８４万円、前年比４４万円ほど

ふえております。内容としては、指定ごみ袋の販売収入が４０万円ほど伸びているという

ことと、事業系一般廃棄物処理手数料が４万円ほど伸びているということであります。

３目の農林水産手数料は、前年同額。

１３款国庫支出金１項の国庫負担金１目の民生費負担金９,１７４万５,０００円、前年

比１,２２６万６,０００円ほど増額になっております。まず、１節の社会福祉費負担金

７,３２５万９,０００円、この節で９０５万６,０００円ほど増となっております。ま

ず、金額の変更はございませんが、国民健康保険事業保険基盤安定負担金、これは、保険

軽減３００万円の２分の１分となります。それから、障害者介護給付費負担金、同じく障

害者訓練等給付費負担金、身体障害者自立支援医療費負担金、次のページの身体障害者補

装具交付金及び修理負担金、それぞれ事業費の２分の１ずつの国庫負担の予算となりま

す。ちなみに、障害者介護給付費負担金で４,０１４万４,０００円、５６４万６,０００

円ほど、前年度から見ると伸びています。同じく、その下の障害者訓練等給付費負担金

３,０６８万２,０００円ですが、３３６万１,０００円ほど、前年度から伸びているとい

う内容になります。それから、２節の児童福祉費負担金１,８４８万６,０００円ですが、

前年度から見ると３２１万円の増額となっております。ここで、特に大きい内容として

は、まず被用者児童手当負担金、これは厚生年金に係る部分ですね、それから、非被用者

児童手当負担金、これは国民年金に係る部分です。それから被用者小学校修了前特例給付

負担金、同じく非被用者小学校修了前特例給付負担金、それと一番下の中学修了前負担金

３４１万３,０００円、今言いました各それぞれの合計が１,８１９万５,０００円であり

ます。２４年度においては、子ども手当として１,５０２万３,０００円の計上でありまし

たので、その差額３１７万２,０００円ほど、この児童福祉費負担金ではふえているとい

う内容になります。

２目の衛生費負担金、これは保健衛生費負担金、母子保健衛生費負担金。これは先ほど

も歳出で説明しましたけれども、未熟児養育医療費給付事業であります。対象者はいませ

んので、科目存置として１,０００円を計上しております。これは追加資料ナンバー４に

もありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

２項の国庫補助金１目の総務費補助金７８７万８,０００円、総務管理費補助金、無線

システム普及支援事業費等補助金、これはＴＶｈ開局整備に係る補助金であります。

それから、２目の民生費補助金６５１万６,０００円、前年比２８６万４,０００円の減

額となっております。大きい要因としては、２節の児童福祉費補助金５７３万４,０００

円、２８５万２,０００円の減額であります。これは次世代育成支援対策交付金、保育所

運営費に係る補助金でありますけれども、５７３万４,０００円です。

３目の土木費補助金４,２９８万２,０００円、１,５８４万１,０００円ほど減額になっ

ております。大きい要因としては、まず、１節の道路橋りょう費補助金１,８２０万円、

４７６万円ほど減額になっております。内訳としては、建設機械整備費補助金、雪寒機械
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１,４００万円。今年度、ショベル１台を予定しておりまして、前年度でダンプ１台分、

１,９８１万円計上しておりましたので、その差額５８１万円の減額。それから、橋りょ

う長寿命化修繕計画策定事業交付金４２０万円、１０５万円ほど前年度より伸びていると

いうことであります。２節の住宅費補助金２,４７８万２,０００円、前年比１,１０８万

１,０００円の減額であります。社会資本整備総合交付金でありまして、公営住宅新町団

地１棟２戸分、新町団地２棟８戸分の解体、それから、第２若葉団地の屋根防水改修、そ

れから第２緑町団地外壁塗装、上斗満団地の屋根防水、それらを含めて２,４７８万２,０

００円となるものであります。

４目の教育費補助金１,５５２万１,０００円、前年比１,５３６万７,０００円の増であ

りますが、教育総務費補助金として学校施設環境改善交付金、これは教員住宅１棟２戸分

の交付金であります、１,２８３万５,０００円。それから、その下一つ飛んで、へき地児

童生活援助費等補助金、これは西斗満線のスクールバス購入に伴う国の補助金でありまし

て、定額２５０万円であります。農林水産業費補助金、これは廃除科目になります。

３項委託金１目総務費委託金３６４万９,０００円の計上で、３５９万８,０００円ほど

伸びておりますが、これは、２１ページにありますけれども、選挙費委託金、参議院議員

選挙委託金３５７万８,０００円の増が主な大きな要因となります。

２目の民生費委託金１３０万５,０００円、５万円の減額で、これは、それぞれ例年ど

おりの計上となります。

１４款道支出金１項道負担金１目民生費負担金６,０６８万７,０００円で、３１５万

９,０００円の前年比増となります。社会福祉費負担金５,６４０万９,０００円で、４９

９万５,０００円の前年度比増となります。まず、金額に変更はございませんが、２段目

の国民健康保険事業保険基盤安定負担金９７５万円、これは、保険料軽減分１,２００万

円の４分の３分、９００万円。それから、国保税の軽減措置保険者支援分３００万円の４

分の１、７５万円、合わせて９７５万円の計上であります。それから、一つ飛んで、障害

者介護給付費負担金２,００７万２,０００円、前年比２８２万３,０００円の増。これ

は、道の負担金については、それぞれ４分の１の負担となります。障害者訓練等給付費負

担金１,５３４万１,０００円ですが、前年比１６８万１,０００円増ですが、これも４分

の１の負担割合となっております。身体障害者自立支援医療費負担金も４分の１の負担割

合、それから、身体障害者補装具交付及び修理負担金についても４分の１の負担となって

おります。２節の児童福祉費負担金４２７万８,０００円、１８３万６,０００円の減額と

なります。これは児童手当に係る道の負担金であります。

２目の衛生費負担金１節の保健衛生費負担金、これは、先ほど国庫負担金でも説明しま

したけれども、未熟児養育医療費給付に係る予算科目の１,０００円の計上。

２項の道補助金１目の民生費補助金７１８万７,０００円、前年比５３８万３,０００円

の減額でありますが、１節の社会福祉費補助金７１８万７,０００円、３８０万８,０００

円ほど前年度より減っております。大きな要因としては、２３ページになりますけれど
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も、障害者自立支援特別対策事業補助金１万６,０００円、前年比で３８３万９,０００円

の減額となっております。それから、２４年度においては、ここで、子育て支援事業とい

うことで、子ども手当システム改修補助金１５７万５,０００円を計上しておりました、

その減額もあります。

２目の衛生費補助金２４万６,０００円、１６６万２,０００円の減額。保健衛生費補助

金でありますけれども、２４年度までありました妊婦健康診査臨時特例補助金、それから

子宮頸がん等ワクチン接種事業補助金、それぞれが２５年度から一般財源化されるという

ことで、その分が減額となっております。

３目の労働費補助金５２６万７,０００円、これは、歳出で説明しました国の補正予算

に絡むものでありまして、介護施設従事者雇用事業５２６万７,０００円であります。

４目の農林水産業費補助金１億４９４万８,０００円、前年比で１,１６６万５,０００

円の増。１節の農業費補助金で６,５７５万２,０００円で、前年比４８９万２,０００円

の増となっております。大きな要因とすれば、まず、２４年度においてありました畜産担

い手育成総合整備事業補助金４２６万円の減額、それと、下から２行目の農地制度実施円

滑化事業補助金２８８万７,０００円の新規計上であります。これは、農業委員会の農地

基本台帳地図電算化に伴う３０８万７,０００円に対する補助金となります。次のペー

ジ、新規就農総合支援事業補助金６００万円、これは青年就農給付金であります。２節の

林業費補助金３,９１９万６,０００円、６７７万３,０００円ほど、前年度から伸びてお

ります。これは、まず大きいのは、未来につなぐ森づくり推進事業補助金１,２８３万６,

０００円、前年度比５０３万６,０００円の増であります。一つ飛んで、小規模治山事業

補助金７３０万円、前年度比１８０万円の増となっております。

５目の商工費補助金１節の消費者対策費補助金４２万４,０００円、これは１８万４,０

００円ほど、前年度比増額となっております。

６目の総務費補助金１節の総務管理費補助金、地域づくり総合交付金２０万円、これ

は、パスポート発行事業に係る２分の１分の補助金となります。

３項委託金１目の総務費委託金３６４万９,０００円、これらについては、それぞれ例

年どおりの計上であります。

あわせて、２目の衛生費委託金３万円、これも、例年どおりの計上。

３目の農林水産業費委託金１６万７,０００円、これも例年どおりの計上。商工費委託

金、土木費委託金についても、同様であります。ただ、土木管理費委託金では、説明欄に

ありますけれども、陸別川樋管管理委託金２４万７,０００円、これが樋門管理に係る委

託金として歳入として入ってきます。

１５款の財産収入１項財産運用収入１目の財産貸付収入３,６３７万３,０００円で、４

３４万８,０００円の増。土地建物貸付収入については、前年並みの予算計上でありま

す。２節の通信設備貸付収入７５０万３,０００円、これは１８３万３,０００円ほど、前

年度より伸びております。光ファイバー網貸付収入でありまして、ＮＴＴから入ってくる
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のですが、２４年度においては、当初予算では３００件を計上しておりました。２５年度

においては３９７件、前年比９７件増で７５０万３,０００円を計上しております。３節

の機械器具等貸付収入５４７万８,０００円、３３４万８,０００円の増ですが、これは農

業機械の貸付収入になります。これは、コントラに貸し付けした収入となります。

２目利子及び配当金６９９万９,０００円、これは利子及び配当金でありまして、説明

欄に記載の各基金の利子であります。

２項の財産売払収入１目の不動産売払収入、これは前年同額。２目の物品売払収入３３

３万８,０００円、５０３万７,０００円の前年比減額ですが、町有林素材売払収入３４万

２,０００円、町有林立木売払収入２９９万６,０００円の計上であります。これについて

は、資料の２７の１にありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１７款繰入金１項基金繰入金１目のふるさと整備基金繰入金２,８５０万円、内容につ

いては説明欄に記載のとおりであります。

２目のいきいき産業支援基金繰入金８,０７０万円、説明欄に記載のとおりの事業に充

当となります。

３目のふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金３,７９０万円、説明欄記載のとおり

の事業に充当となります。

４目の町有林整備基金繰入金１,０００万円、町有林管理事業に充当となります。

５目の地域福祉基金繰入金１,０００万円、これは、老人関係補助金に交付６００万

円、それから、老人健康増進センター改修に４００万円充当。

６目の公共施設等維持管理基金繰入金２,２７０万円、これは、ここに記載のとおりで

あります。

１８款繰越金、これは１,０００万円、前年同額です。

１９款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目の延滞金２目の加算金は、前年同額。

２項の町預金利子１目町預金利子４０万円についても、前年同額の計上。

３項の貸付金元利収入１目の家畜導入貸付金収入４,３８０万円、これは優良家畜導入

貸付金償還金でありまして、８月３１日の約定償還に係る金額４,３８０万円でありま

す。

２目の貸付金元利収入７,００２万２,０００円、１,９９８万８,０００円の増でありま

す。貸付金元利収入７,００２万２,０００円、次のページで、信用保証貸付金７,０００

万円、従来５,０００万円から２,０００万円増額しております。

４項受託事業収入１目の農業費受託事業収入６５万２,０００円、１２万８,０００円増

であります。２目の土木費受託事業収入８万３,０００円は、前年同額。道道の除雪委託

費。

５項雑入１目の滞納処分費２目の弁償金１万２,０００円は、前年同額であります。

３目の雑入１,９８７万７,０００円、１９３万８,０００円ほど増額になっておりま

す。１節の介護予防支援報酬、２節高齢者福祉施設負担金、３節電話使用料、４節電気等
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使用料については、例年どおりの計上。５節雑入で１,６１０万５,０００円の計上、前年

比２２２万５,０００円の増であります。この中で、中段ほどに、ふるさと交流センター

燃料等使用料３１０万４,０００円、これは、前年度から見ると１０万７,０００円ほどの

増額となっております。それから、下から３行目の重度心身障害者等医療費高額療養費１

１８万円、前年度から見ると６８万円ほどの増額。それと、雑入の中で、２４年度におい

ては光ケーブルの移設２カ所分、支障物件補償ということで１５３万５,０００円を見て

おりました、その減額も大きな要因となります。それから、新規でありますけれども、３

３ページでは、ニトリ北海道応援基金助成金９万９,０００円、それから、派遣職員の共

済組合負担金３２１万６,０００円、これは、職員２名分の派遣に係る負担金の収入とな

ります。それからミネラルウォーター売り払い代金２１万円、前年度比１８万円の増。そ

れから、一番下、まちづくり・人づくり推進交付金、これは新規であります、５９万３,

０００円の増となります。

３４ページ、２０款町債でありますけれども、１項町債１目の総務債では８,４８０万

円、デジタルテレビ中継施設整備に７８０万円、過疎地域自立促進特別事業、これはソフ

ト事業で７,７００万円になります。これは、過疎債となります。デジタルテレビについ

ては、ＴＶｈの放送施設整備に係る分、７８０万円であります。

２目の農林水産業債８,３８０万円、１節の農業債であります。まず、農業債では７,６

６０万円、これは第２トラリ地区の３,３００万円、これは、辺地債となります。加工セ

ンター改修事業４,３６０万円、これは過疎債となります。２節林業債７２０万円、小規

模治山事業でありますが、これは上陸別地区の事業であります、一般単独事業の防災対策

事業になります。

３目の土木債３,９７０万円。１節の道路橋りょう債でありますが、まず、建設機械整

備（雪寒機械）１,４００万円、それから、新町８号通り整備９００万円、新町４号通り

１,６７０万円、これは、それぞれ過疎債となります。

４目の消防債１,３３０万円ですが、消防自動車購入事業負担金１,１００万円、消防救

急デジタル無線整備事業負担金２３０万円、これも、それぞれ過疎債となります。

５目の教育債３,１２０万円、１節の教育総務債１,４００万円、これは教員住宅建設事

業に係る分、これは過疎債となります。２節の学校教育施設整備債１,７２０万円、これ

はスクールバス購入でありまして、辺地債の充当となります。

６目の臨時財政対策債１億５,０００万円、これは前年同額であります。

以上をもちまして、歳入を終わり、７ページをお開きください。

７ページ、第２表債務負担行為であります。

戸籍電算化事業負担金、２６年度であります、限度額３,３７０万５,０００円でありま

す。

第３表地方債。起債の目的、限度額。

まず、一般単独事業（防災対策事業）で７２０万円、これは上陸別地区小規模治山事
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業。辺地対策事業５,０２０万円、これは、第２トラリとスクールバス購入。過疎対策事

業で１億９,５４０万円、内訳はここに記載のとおりであります。臨時財政対策債１億５,

０００万円、合わせて４億２８０万円の地方債となります。

起債の方法、利率、償還の方法については、ここに記載のとおりであります。

以上で議案第２４号の説明を終わりまして、次に、議案第２５号の説明に移ります。

○議長（宮川 寛君） ２時１０分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５３分

再開 午後 ２時０９分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、説明を続けさせていただきます。

議案第２５号、平成２５年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定め

るところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項ですが、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表

歳入歳出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。

資料ナンバー５１をお開きください。

資料ナンバー５１は、平成２５年度の国民健康保険事業勘定特別会計予算案に係る前年

度比較であります。歳入歳出それぞれ、平成２４年度当初、それと２４年度３月補正ま

で、２４年度の決算見込み、２５年度の当初というぐあいに比較しております。

まず、歳出のほうをごらんいただきたいと思うのですが、まず、２番の療養給付費、こ

れは一般国保分ですが、２４年度においては２億４,０００万円、３月補正まで２億４,６

００万円、６００万円の増で補正を組みました。決算見込みでいくと、２億４,２６２万

円であります。２５年度当初においては、２億３,５００万円と見ております。

医療費については、それぞれ減額を見込んでの予算を計上をしております。というの

は、医療費が増加傾向にありますと、歳出が膨らんでくると。そうすると、歳入における

国保税の割合ですとか国から入ってくるお金、支払基金から入ってくるお金が、ある程度

計算はできますけれども、そんなに多くは望めないということが、３月定例会の減額補正

でもおわかりかと思います。したがって、歳出における医療費を、ある程度減額で見込ん

で、今回、予算を組み立てた内容となっております。ちなみに、国保税においても、当初

予算比でいくと１３１万５,０００円の減額というぐあいになっていきますし、現在、所
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得が減少傾向にあるということでいけば、今後も税の減収が見込まれるというようなこ

と。そうすると、一般会計からの財政支援なり基金の取り崩しが今後必要になってくると

いうこともございます。そういった中で、今年度、２５年度については、収支に関するそ

の課題の整理をしていきたいなというふうに思っております。したがって、歳出で、ある

程度医療費の抑制を見込んで予算計上した分、歳入でも、それぞれ、国、道、あるいは支

払基金からの収入減、あるいは国保税の減収というぐあいに、国保財政についても財政的

にも厳しい状況になってくるということで、２５年度においては一般会計からの財政支

援、それと基金の取り崩しをして収支の均衡を図ったという予算になっておりますので、

まずその点を御理解をいただきたいというふうに思っております。

それでは、予算書、歳出、１４ページをお開きいただきたいと思います。

３、歳出。

１款総務費１項の総務管理費１目の一般管理費２４９万円の計上であります。前年対比

２０万９,０００円の増でありますけれども、９節旅費から需用費、役務費、委託料、負

担金補助及び交付金、積立金、利子でありますが、これは例年どおりの計上ということに

なります。２目連合会負担金についても５０万４,０００円ということで、例年どおりの

計上。

それから、２項の徴税費１目賦課徴収費で、５３万２,０００円の計上であります。１

１節、１２節については、例年どおりの計上でありますけれども、１９節で十勝圏複合事

務組合３０万５,０００円、これは税滞納整理機構への負担金でありますが、国保税５件

１２９万７,４６２円を引き継ぐという内容であります。

３項の運営協議会費１目運営協議会費１７万５,０００円ですが、例年どおりの計上と

なります。

２款の保険給付費１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費から５目の審査支払手数

料まで、本年度２億５,２９０万円、対前年度比でいくと６１２万円の減額で予算を計上

しております。２項の高額療養費についても、１目の一般被保険者高額療養費２,８００

万円から２目退職被保険者等高額療養費、４目の退職被保険者等高額介護合算療養諸費ま

で、計３,０３０万２,０００円で、前年度比３６０万円の減額で予算を見込んでおりま

す。

３項の移送費１目の一般被保険者移送費、２目の退職被保険者等移送費については、科

目存置となります。

４項の出産育児諸費１目の出産育児一時金１２６万円は、出産育児一時金でありまし

て、３件分１２６万円の計上であります。

５項の葬祭諸費１目の葬祭費１０万円は、前年同額となります。

３款後期高齢者支援金等でありますが、４,２５８万６,０００円、前年比１２１万円の

増額となっております。説明欄にありますけれども、医療費拠出金で４,２５８万２,００

０円、１２１万円の増額でありますが、この金額については、国保連からの通知に基づく
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計上となります。

４款前期高齢者納付金等でありますが、１万７,０００円、医療費拠出金１万３,０００

円、これも国保連からの通知に基づく計上であります。

５款の老人保健拠出金１目の老人保健事務費拠出金４,０００円については、前年同額

の計上となります。

６款介護保険納付金１目の介護保険給付費納付金１,８５９万円、前年比２０５万円の

増となります。これについては、支払基金からの概算通知に基づく金額１,８５９万円の

計上であります。

７款共同事業拠出金１目の高額医療費拠出金１,９２６万８,０００円、２７８万７,０

００円の増となっております。説明欄にあります医療費拠出金でありますが、国保連から

の通知に基づく金額の計上となっております。２目のその他事務費拠出金、これは科目存

置であります。３目の保険財政共同安定化事業拠出金５,０８８万９,０００円、４６２万

３,０００円の増となっております。これは、国保連からの通知ということになります。

４目の高額医療費共同事業事務費拠出金１,０００円、それから、５目の保険財政共同安

定化事業事務費拠出金１,０００円、これは科目存置であります。

８款保健事業費１項特定健康診査等事業費２６３万９,０００円、前年比３２万４,００

０円の増でありますが、委託料で２２２万２,０００円、これは７万４,０００円の増、健

康診査等でありますが、２１４万９,０００円、前年度２６０人を見ておりましたけれど

も、今年度は２７０名、１０人を追加して予算を計上しております。１８節備品購入費２

５万円、これは健診用パソコンの更新になります。ウィンドウズＸＰから７への切りかえ

に伴う購入となります。

２項の保健事業費１目の保健事業費１６６万円であります。前年同額程度の予算を計上

しておりまして、報償費２万円は国保ゲートボール大会用であります。それから、需用費

の４１万４,０００円。これは、くらしのカレンダーですとかパンフレットの印刷。役務

費１４万４,０００円は、医療費通知などの郵便料。委託料１０５万円は、ここに記載の

とおりでありまして、健康診査７３万９,０００円。これは、４０歳未満が３０人分、イ

ンフルエンザ予防接種、６５歳以上７５歳未満２００人分の計上であります。会場等設営

８万円、これはふれあい広場のステージ。運動教室１６万８,０００円は、特定健診後の

教室ということで、８回分を計上しております。ただ、負担金補助及び交付金３万２,０

００円は、ここに記載のインフルエンザ予防接種助成金でありまして、償還払いになりま

すけれども、１０人分の計上になります。

９款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目の償還金２０万円、前年比２,４１６万２,

０００円の減額となります。説明欄にあるとおり、国保税還付金となります。

２項の延滞金１目の延滞金、これは科目存置になります。それから３項繰出金、１目直

営診療施設勘定への繰出金８１８万３,０００円、これは前年同額であります。

１０款予備費３００万円も、前年同額となります。
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次に、歳入。９ページをお開きください。

２、歳入であります。

１款国民健康税１目の一般被保険者国民健康保険税７,７０７万４,０００円、前年比３

６３万３,０００円の減額となります。現年分で７,６０２万４,０００円、前年比で３４

５万３,０００円の減額となります。所得の減少が主な要因として挙げられております。

滞納繰越分では１０５万円。

２目の退職被保険者等国民健康保険税では５８１万７,０００円、２３１万８,０００円

の増であります。現年分で５７９万７,０００円、ここで２３１万８,０００円の増となっ

ております。

次のページ、２款国庫支出金１項国庫負担金１目の療養給付費等負担金７,３６０万１,

０００円で、１４０万円の減額となります。現年度分で７,３６０万円、前年比１４０万

７,０００円の減となります。２目の高額医療費共同事業負担金４８１万６,０００円、前

年比で１１１万６,０００円の増、これは拠出金の４分の１で高額医療費拠出金に充当さ

れるという内容になります。３目の特定健康診査等負担金３５万５,０００円、特定健康

診査等負担金であります。特定健診の受診率については、目標を２４年度は６０％という

ことでしたが、結果で４２％弱であります。２５年度においては、受診率が４３％になる

ように取り組みを進めていきたいというふうに思っております。

２款国庫支出金２項の国庫補助金で１目の財政調整交付金２,９６７万２,０００円、４

５１万１,０００円の減額となります。普通調整交付金２,１３０万円、前年比で４７０万

円の減額、特別調整交付金で８３７万２,０００円、直診会計への繰出金分が８１８万３,

０００円、それと、電算システム改修分１８万９,０００円を合わせた８３７万２,０００

円の特別調整交付金となります。

３款療養給付費交付金１目の療養給付費交付金１,６５０万１,０００円、１５０万円の

減額となっております。現年度分で１,６５０万円、これは退職被保険者の医療給付費に

充当されるという内容であります。

４款前期高齢者交付金１項前期高齢者交付金の１目前期高齢者交付金７,８２９万８,０

００円、前年比２,１９２万円の減額となります。これは、２５年度分の概算分と２年前

の２３年度分の精算、過不足に基づく減額あるいは負担の追加となりますけれども、２５

年度の概算分が８,４２１万４,０００円、２３年度分の精算で５９１万６,０００円の減

額となります。その差し引き７,８２９万８,０００円の予算計上となります。

５款道支出金１項道負担金１目の高額医療費共同事業負担金４８１万６,０００円、１

１１万６,０００円の増となります。これも高額医療費共同事業負担金ですが、拠出金の

４分の１分ということになります。特定健康診査等負担金３５万５,０００円、６万５,０

００円の増となります。２項の道補助金１目の財政調整交付金１,３００万円、３６０万

円の減額となっております。内訳としては、普通調整交付金で１,１１０万円、特別調整

交付金で１９０万円となります。
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６款共同事業交付金でありますけれども、１,８４０万円、前年比１,４４０万円の増と

なります。２目の保険財政共同安定化事業交付金５,５７０万円、８７０万円の前年比増

となります。

１２ページですが、７款財産収入の財産運用収入、利子及び配当金４万４,０００円は

基金利子であります。

８款繰入金１項他会計繰入金１目の一般会計繰入金４,１３３万８,０００円でして、前

年比１,１３７万７,０００円の増となっております。保険基盤安定繰入金は前年同額の

１,５００万円、その他一般会計繰入金で２,６３３万８,０００円で、１,１３７万７,０

００円の増となっております。出産育児一時金分で８４万円、これは出産育児一時金３件

分の３分の２分であります。それから、事業分２,５４９万８,０００円ですが、まず、総

務費関係で２２４万９,０００円、葬祭費で１０万円、保険事業で８７万４,０００円、特

定健診事業で１５２万４,０００円、財政対策分で２,０７５万１,０００円の内訳となり

ます。

８款繰入金２項基金繰入金１目の国民健康保険基金繰入金１,０００万円、前年比５０

０万円の減額でありますが、今回、１,０００万円取り崩しをすることによりまして、２

５年度末では、基金残高は１,４８７万円程度の残額が見込まれております。

９款繰越金５００万円、前年比２,２１６万２,０００円の減額となっております。

１０款諸収入１項の延滞金加算金及び過料、１目の一般被保険者延滞金から４目の退職

被保険者等加算金、各それぞれ１,０００円の計上であります。これは、科目存置となり

ます。２項の雑入１目の一般被保険者第三者納付金から４目の退職被保険者等返納金まで

は、各１,０００円の計上でありますが、これも科目存置となります。５目の雑入５１万

円、これは健康診査等個人負担金の収入でありまして、健康診査４０歳未満３０人分の

３,５００円の１０万５,０００円、特定健診分２７０人の１,５００円、４０万５,０００

円の内訳となっております。

以上で、議案第２５号の説明を終わりまして、次に、議案第２６号の説明に移ります。

議案第２６号、平成２５年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

一時借入金。

第２条、地方自治法２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円とする。

資料ナンバー５２をお開きいただきたいと思います。

資料５２は、平成２５年度の陸別町国民健康保険関寛斎診療所の収支予算資料となって

おります。
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まず、歳出ですが、これは、２４年度と２５年度当初予算の比較となっております。ま

ず、総務費でいけば５７８万６,０００円の減額。大きいものとしては、人件費で２４８

万２,０００円の減額、賃金で５０３万９,０００円の減額、賃金は、準職員１名が今月の

３１日で退職ということで、２５年度においては計上しておりません。

医業費ですが、トータルとして１,１１７万５,０００円の増となっております。内訳と

しては、機械器具費で１２６万円の減額、医療器具として、内視鏡殺菌機などの購入を予

定しております。医薬品では１,０２８万４,０００円の増、消耗器材、検査で１６６万

８,０００円の増。公債費では９２万３,０００円の減ということで、歳出総額が４億３８

５万９,０００円、前年比で４４６万６,０００円の増。

歳入。診療収入では２０８万３,０００円の増、入院で２５５万１,０００円の増、外来

収入で３０万円の増、その他診療収入で７６万８,０００円の減となります。診療収入、

２５年度が２億６１３万９,０００円、２４年度が２億４０５万６,０００円で、２０８万

３,０００円の増となります。使用料及び手数料では、７万７,０００円の増となります。

手数料で８８万９,０００円、８万３,０００円の増となります。道支出金は９７万１,０

００円、１２６万円の減となります。繰入金１億８,９６１万８,０００円で、３６９万

５,０００円の増となりまして、財政対策分１億４,９２４万４,０００円で、４６１万８,

０００円の増となります。繰越金は前年同額。雑入で４６５万１,０００円。１２万９,０

００円の減ということで予算計上しております。

３として、参考となる数値ですが、診療収入の推移ということで、２１年度から２５年

度予算計上まで、数値を記載しております。繰入金の推移についても、２１年度から２５

年度当初予算までの推移をしております。平均患者数についても、２１年度から２５年度

まで、入院については２５年度まで、外来についてはまだ締めておりませんので、２５年

度については計上しておりません。ただ、入院で、２４年度４.６人になっております

が、２４年度当初予算時には４人でありましたので、入院とすれば０.５人増という内容

になっております。

それでは、予算書、歳出の１１ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項施設管理費、一般管理費２億４,６４３万２,０００円、５７８万６,０

００円の減であります。職員給料、手当、共済費、これらが大きな減額の要因にもなりま

すけれども、給与費明細書１９ページから２３ページまでありますので、そちらを参考に

していただければと思います。

賃金で２,６１９万９,０００円、前年比で５０３万９,０００円の減であります。先ほ

ど説明したように、準職員１名の退職に伴う減額が大きな要因であります。８節、９節、

１０節は例年どおりの計上。需用費で１,１９８万２,０００円、対前年比で１７３万６,

０００円の増であります。主な要因としては、燃料費で７２５万７,０００円、１３８万

２,０００円の増、光熱水費で３４１万６,０００円、３１万５,０００円の増となってお
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ります。役務費については例年同様の計上、１３節委託料についても、例年同様の計上で

あります。使用料及び賃借料、負担金補助及び交付金、公課費についても、前年と同様の

内容による計上であります。２項の研究研修費１目の研究研修費１４１万５,０００円、

これは前年と同額でありまして、１４１万５,０００円の計上。

２款医業費１項医業費１目の医療用機械器具費３４０万３,０００円、１２６万円の減

額となっております。大きな要因とすれば、備品購入費で３２０万３,０００円、ここで

１２６万円の減額であります。備品については、資料ナンバー５３にカタログなどをつけ

ておりますので、後ほど参照いただきたいと思います。ちなみに、器具としては４種類、

気管支ファイバースコープ、内視鏡殺菌機、Ｘ線画像の読取装置用カセッテ、ＣＲＰ血液

測定装置であります。

２目の医療用消耗器材費９３９万６,０００円、１４９万６,０００円の増であります。

１１節需用費で６６６万３,０００円、８８万３,０００円の増、これは消耗品費で６５９

万７,０００円、８８万３,０００円の増です。それから、委託料１４５万６,０００円、

４８万５,０００円の増、在宅酸素管理でありまして、３名の方が対象になっておりま

す。

３目の医薬品費１億６１４万１,０００円、前年比１,０２８万４,０００円増です。医

薬材料費でありますけれども、診療収入の約４９.７％分が薬代１億２４５万１,０００

円、それから、予防接種ワクチン１.８％分、３６９万円の内訳となっております。

４目検査費３６３万４,０００円、１７万２,０００円の増であります。これは委託料、

検査業務で１７万２,０００円ほどふえております。

５目の寝具費２６万７,０００円、４万８,０００円の増。これは寝具借上料ですが、入

院患者の増に伴っての４万８,０００円増の２６万７,０００円。

２項の給食費１目の給食器具費２２万１,０００円、７万１,０００円の増、これは修繕

料７万１,０００円の増でありまして、食器洗浄機の修繕であります。２目の給食材料費

２４１万５,０００円、３６万４,０００円の増、これは入院患者増に伴う需用費の増額と

なります。

３款公債費１項公債費１目の元金２,８８３万２,０００円、前年比６０万７,０００円

の減額、利子１２０万３,０００円、３１万６,０００円の減額、合わせて３,００３万５,

０００円の公債費の予算の計上であります。

４款予備費５０万円については、前年同額となります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入。

１款診療収入１項入院収入、１目の国民健康保険診療報酬収入１００万円から６目のそ

の他の診療報酬収入まで、計２,２９９万５,０００円の計上であります。このうち、特に

３目の後期高齢者診療報酬収入１,９００万円、前年比で２２３万８,０００円増となって

おります。合わせて、入院収入としては、２４年度比２５５万１,０００円増の予算計上
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となっております。

２項の外来収入１目の国民健康保険診療報酬収入３,６００万円から、次のページ、６

目のその他の診療報酬収入４９０万円まで１億６,６５０万円の計上であります。前年度

比でトータルで３０万円の増となっております。大きな要因とすれば、３目の後期高齢者

診療報酬収入で５５４万８,０００円の増、一部負担金収入で３７１万４,０００円の減、

これが大きな要因かなというふうに思っております。

３項その他診療収入１目の諸検査等収入１,６６４万４,０００円、対前年比７６万８,

０００円の減額であります。内訳とすれば、事業所健康診査１,０００万円、血液検査が

前年同額、予防接種等収入６６４万円となっております。

２款の使用料及び手数料１項使用料１目の診療所使用料３万６,０００円、行政財産使

用料でありますけれども、６,０００円減額の予算計上。２項の手数料１目の文書料６１

万円、２万５,０００円の増であります。２目の請求事務取扱手数料２７万９,０００円、

これも５万８,０００円の増。

３款道支出金１項道補助金１目の総務費補助金９７万１,０００円は施設管理費補助金

で、へき地診療所施設整備事業補助金、内視鏡殺菌機１９４万円の２分の１分。

４款財産収入１目の財産貸付収入５５万５,０００円は、前年同額であります。

５款の繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億８,１４３万５,０００円、３６

９万５,０００円の増であります。内訳は、ここに記載のとおりであります。２目の国保

事業勘定特別会計繰入金８１８万３,０００円は、前年同額となります。

６款繰越金については、前年同額の１００万円を計上しております。

７款諸収入１項雑入１目雑入４６５万１,０００円、これは、雑入の中で、まず、大き

いのが医療器具使用料等２６万３,０００円、前年比で２２万６,０００円の減となってお

ります。

以上で、議案第２６号の説明を終わりまして、次に、議案第２７号に移ります。

議案第２７号、平成２５年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は、５,０

００万円とする。

それでは、事項別明細書、歳出、９ページをお開きください。
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３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目の一般管理費１,７７８万４,０００円の計上でありま

す。前年比２４万３,０００円の減額でありますが、職員給与の減額が大きな要因となっ

ております。報酬、給料、職員手当、共済費が職員給与であります。給与費明細書は１６

ページからを参照してください。

次のページ、旅費、需用費、役務費、これについては例年どおりの計上であります。１

３節委託料１２９万円。これは、前年比７９万８,０００円の減額となっておりますが、

２４年度において上下水道システム改修８１万円がございました、それの減額が大きな要

因となっております。２７節公課費６２０万４,０００円、これは、前年比１３８万２,０

００円の増であります。消費税納付でありまして、２４年度確定分が４０１万１,８００

円、２５年度の中間納付分が２１９万１,５００円、合わせて６２０万３,３００円となり

ます。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費２,２０９万３,０００円、１４４万３,００

０円の増となっております。大きな要因としては、２４年度において工事請負費で１０１

万９,０００円ありました。これは宮下通りの消火栓移設でありまして、その減額１０１

万９,０００円。あと、２５年度予算において、需用費、委託料、備品などの増額が２４

６万２,０００円ございます、その差し引きが大きな要因となります。１１節需用費５６

９万５,０００円で、３５万７,０００円の増。これは、燃料費で１２３万９,０００円、

１９万４,０００円の増、光熱水費で１６５万円の増、消耗品で１１万３,０００円増の２

４５万６,０００円となっています。役務費８３万５,０００円、これは例年どおりの計上

となります。１３節委託料１,１３６万７,０００円で、１４１万８,０００円の前年比増

となります。大きな要因とすれば、２段目の、水道メーター取りかえ４９９万円、これが

前年比で１２７万円の増となっております。１４節使用料及び賃借料については例年同

様、１８節備品購入費４１７万８,０００円、６５万４,０００円の増となっております。

水道メーターの購入１６８個分、３５９万５,０００円を含んでおります。１３節の水道

メーター取りかえで、４９９万円ございますが、この水道メーター取りかえには、平成１

８年に設置した水道メーターの更新１６８カ所分の取りかえ、４３３万３,０００円を含

んでおります。これは、７年更新となるものであります。それと合わせて、備品購入費で

のメーター購入１６８個、３５９万５,０００円となります。

２目の施設新設改良費１,３１６万１,０００円、１,１７２万５,０００円の増でありま

す。これについては、１５節工事請負費で１,３１５万３,０００円の増、２４年度では１

３節委託料で調査費、測量費ですか、１４２万８,０００円の減があります。差し引き１,

１７２万５,０００円の増となります。工事請負費１,３１５万３,０００円は配水管布設

がえでありまして、トマム第１号幹線上斗満橋付近の布設がえ、それと町道新町４号通り

の２カ所分になります。資料ナンバー５４に箇所図を付しておりますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。
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３款公債費でありますが、１目元金で７,５２０万６,０００円、８２万８,０００円の

前年度比、減額となります。２目の利子３,４２５万円、前年比２３７万３,０００円の減

額。合わせて１億９４５万６,０００円の計上でありまして、３２０万１,０００円減額の

予算となっております。

４款予備費は、前年同額の２００万円であります。

次に、歳入、７ページに移ります。

２、歳入。

１款使用料及び手数料１項使用料１目の水道使用料５,２００万円、対前年比１００万

円の増であります。要因としては、使用水量の増加が見込まれるということで、１００万

円ほど増額になっております。２項手数料１目の水道手数料、これは前年同額でありま

す。

２款財産収入１項の財産売払収入、物品売払収入については、科目存置になります。

３款繰入金ですが、一般会計繰入金９,８１１万８,０００円、２９３万円の減額であり

ます。内訳としては、建設改良費分５,７３４万３,０００円で、対前年比２２６万９,０

００円の減、高料金対策分で３,２１９万１,０００円、前年比８４２万４,０００円の

増、財政対策分で８５８万４,０００円、前年比９０８万５,０００円の減となっておりま

す。

４款繰越金については５０万円、前年度と同額の計上であります。

５款諸収入１項雑入１目雑入８０万５,０００円、前年比１３４万６,０００円減額の予

算計上であります。内訳とすれば、下水道料金事務負担金５３万２,０００円、これは、

前年比３２万６,０００円の減額となっております。あわせて、２４年度で宮下通りの消

火栓移設に係る収入１０１万８,０００円がありました。その分の減額も、この中に入っ

てきます。

６款町債１目の簡易水道事業債１,３００万円の計上であります。

以上で歳入を終わりまして、予算書４ページをお開きいただきたいと思います。

第２表地方債であります。

地方債の目的、限度額、過疎対策事業で配水管整備事業６５０万円、簡易水道事業で配

水管整備で同額の６５０万円、合わせて１,３００万円であります。起債の方法、利率、

償還の方法については、ここに記載のとおりとなっております。

以上で、議案第２７号の説明を終わりまして、次に、議案第２８号の説明に移ります。

議案第２８号、平成２５年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項でありますけれども、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額

は、「第１表歳入歳出予算」による。

一時借入金。
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第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

事項別明細書、歳出、９ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,０７０万９,０００円で、２０万４,００

０円ほど前年度から伸びております。給料、職員手当、共済費が主な増額の要因となりま

す。給与費明細書は１５ページからを参照してください。次のページ、９節旅費、需用

費、役務費、委託料、負担金補助及び交付金、公課費については、例年どおりの計上と

なっております。

２款施設費の１項施設管理費１目の施設維持費３,８１７万５,０００円、対前年比３６

４万２,０００円の減額であります。委託料で３７６万円の減額が主な要因となります。

１１節需用費、１２節役務費は例年どおりの計上、委託費で３,３０７万５,０００円、３

７６万円の減額となっております。まず、浄化センター管理で２,８０９万４,０００円、

ここで８０万９,０００円の減額。施設設備改修７５万円、ここで９１万４,０００円の減

額。施設設備保守管理１９２万１,０００円は、前年度比１６３万１,０００円の減額とな

ります。この施設設備保守管理１９２万１,０００円は、浄化センターの薬品供給ポンプ

の分解整備１５８万８,０００円を含んでおります。次のページ、１８節備品購入費１０

万４,０００円は、水道メーター機の購入になります。

３款事業費１項下水道整備費１目の下水道建設費６９６万７,０００円、前年度比１８

３万４,０００円の増、これは、委託料で１８０万円の増となっているのが要因となりま

す。９節旅費、需用費については、例年どおりの計上、委託料で５４０万円、基本計画策

定でありますが、これは終末処理場の長寿命化基本計画の策定であります。これは、２分

の１の補助が歳入でございます。この計画は２４年度、２５年度の２カ年の事業となって

おります。

４款公債費１項公債費１目元金で４,２３０万９,０００円、前年比４９９万９,０００

円の減額、２目利子で１,１９０万円、８０万５,０００円の減額、合わせて、公債費は

５,４２０万９,０００円の計上であります。前年比５８０万４,０００円の減額となって

おります。

５款予備費については、前年同額１００万円であります。

次に、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入。

１款分担金及び負担金１項分担金１目の下水道事業分担金４０万円、これは受益者分担

金であります。

２款使用料及び手数料１項使用料、下水道使用料２,４００万円、前年比６４万円の

増。２項の手数料、下水道手数料６万２,０００円は前年と同額であります。

３款国庫支出金１項国庫補助金１目の下水道事業補助金２７０万円、９０万円の増であ
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ります。先ほど歳出で説明した、長寿命化基本計画の２分の１分、２７０万円の補助とな

ります。

４款繰入金、一般会計繰入金８,３３９万８,０００円、前年比８９２万３,０００円の

減額、建設改良分で６９３万７,０００円、４０６万２,０００円の減額、財政対策分で

７,６４６万１,０００円、４８６万１,０００円の減額であります。

５款の繰越金は５０万円、前年度と同額の計上となっております。

以上で、議案第２８号の説明を終わりまして、次に、議案第２９号の説明に移ります。

議案第２９号、平成２５年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条ですが、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項間の流用。

資料ナンバー５５に、給付費財源充当資料を添付しております。後ほど参照を願いたい

と思います。

それでは、事項別明細書、歳出、１１ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目の一般管理費１７万２,０００円、９節旅費、１１節需

用費、１２節役務費、これは例年どおりの計上となります。２項の賦課徴収費１目の賦課

徴収費２２万４,０００円、需用費、役務費とも、前年同様の計上であります。３項介護

認定審査会費１目の介護認定審査会費２９２万５,０００円、１２節役務費、それから１

９節負担金についても、例年どおりの計上であります。介護認定審査会運営費ということ

で、これは池北三町で合同設置している審査会の負担金となります。２目の認定調査費７

５万９,０００円、１３節委託料、１４節使用料及び賃借料は、例年どおりの計上となり

ます。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費でありますが、１目の居宅介護サービス給付費

１億２,０００万円から、２目の居宅介護サービス計画給付費、３目の施設介護サービス

給付費、４目の居宅介護福祉用具購入費、５目の居宅介護住宅改修費まで、１億９,８４

２万円の計上であります。対前年比で１,０７９万８,０００円の減額となります。ちなみ

に、１目については認知症グループホームに係る分、それから、３目については、老人福

祉施設しらかば園に係る分、４目については６人分の計上で、前年度１６人ですから、マ

イナス１０人分の１３万２,０００円の減額、５目については４人分の計上、前年度は１
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６人ですから、１２人分減額の計上となります。２項の介護予防サービス等諸費１目の介

護予防サービス給付費１,４００万円から、２目の介護予防サービス計画給付費、３目の

介護予防福祉用具購入費、４目の介護予防住宅改修費７２万円まで、１,６０２万円の計

上でありまして、前年比２１８万６,０００円の減額となっております。３目福祉用具に

ついては、４人分の計上であります。前年度１２人でありますから、マイナス８人分１２

万４,０００円の減額、４目住宅改修については４人分の計上であります。前年度１２人

分でありますから、同じく８人分１４万４,０００円の減額となっております。

３項のその他の諸費１目の審査支払手数料１８万円は、例年どおりの計上。

４項の高額介護サービス等費１目の高額介護サービス費４６０万円、前年同様の計上に

なります。それから、高額介護予防サービス費２５万円も前年同様であります。

５項の高額医療合算介護サービス等費１目の高額医療合算介護サービス費５５万円、２

目の高額医療合算介護予防サービス費１,０００円、それぞれ前年同額の計上となりま

す。

６項の特定入所者介護サービス等費１目の特定入所者介護サービス費７５０万円、前年

比１０５万２,０００円の減額、２目の特例特定入所者介護サービス費１,０００円、これ

は科目存置でありますし、３目の特定入所者介護予防サービス費７万円、これは前年同額

であります。同じく、４目についても前年同額の予算計上となります。

３款の地域支援事業費１項の介護予防事業費１目の一次予防事業費５２万円、前年比６

万５,０００円の増となっております。内訳としては、８節の報償費で８万５,０００円の

増、これは介護予防教室講師謝礼であります。１１節需用費２８万７,０００円、これは

１０万８,０００円の増でありまして、消耗品費でパンフレットの購入など１９万２,００

０円、それから、印刷製本費９万５,０００円は、介護予防のお知らせなどの印刷費とな

ります。

次に、１３節委託料１４万８,０００円は介護予防事業でありまして、社会福祉協議会

への委託事業であります。ふまねっと運動などであります。２目の二次予防事業費３４万

円、１万８,０００円の減額となっております。内容としては、需用費、役務費、使用料

及び賃借料とも、例年どおりの予算計上となっております。

３款地域支援事業費２項の包括的支援事業費１目の介護予防ケアマネジメント事業費１

４１万７,０００円、前年比で１７３万３,０００円の減額となっております。これは、２

４年度において臨時介護支援専門員の雇用をしておりました、それに係る賃金１４４万

７,０００円、委託料１９万９,０００円、旅費１０万５,０００円が、主な減額の要因と

なっております。９節旅費、需用費については例年同様であります。委託料１０８万円、

介護予防サービス計画作成、これは２４９件分の計上でありまして、同額、歳入で国保連

から１０８万円が入ってきます。１９節負担金補助及び交付金は、例年同様の計上。２目

の任意事業費８２万４,０００円、前年比３万９,０００円の減額でありますが、１２節役

務費４万円は前年と同額、委託料７８万４,０００円、ここで３万９,０００円の減額とな
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ります。任意事業７８万４,０００円ですが、ＮＰＯに対する家族介護教室１０万円の委

託、社協に対して給食サービス、介護用品給付事業、住宅改修の理由書作成などの委託事

業、社協に対して６８万４,０００円の内訳となります。

４款の基金積立金１項基金積立金１目の介護給付費準備基金積立金３万円、これは、介

護給付費準備基金利子分３万円の積み立てになります。

５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目の第１号被保険者保険料還付金１５万円、

２目の介護給付費負担金等返還金１,０００円が前年同額の計上。

６款予備費については、前年同額１００万円の計上であります。

次に、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入。

１款介護保険料１項介護保険料１目の第１号被保険者保険料３,２５１万円の計上であ

ります。前年比１６万６,０００円の減額となっております。現年度分３,２３６万円で、

前年度比１６万６,０００円の減となります。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目の介護給付費負担金４,１９１万８,０００円で、前

年度比２７９万６,０００円の減額となります。同じく、２項の国庫補助金、２目地域支

援事業交付金６７万３,０００円、６０万８,０００円の減額でありますが、ここに記載の

とおり、介護予防事業で２１万５,０００円、包括的支援事業・任意事業で４５万８,００

０円の内訳となっております。

３款道支出金１項道負担金１目の介護給付費負担金３,２０４万５,０００円、前年比で

１７９万８,０００円の減額となっております。３款道支出金２項道補助金１目の地域支

援事業交付金３３万５,０００円、３０万４,０００円の減額であります。内訳としては、

ここに記載のとおり、介護予防事業１０万７,０００円、包括的支援事業・任意事業２２

万８,０００円の内訳であります。３項の財政安定化基金支出金、交付金、これは廃目と

なります。

４款支払基金交付金１項の支払基金交付金１目の介護給付費交付金６,５９９万８,００

０円、前年度比４１０万１,０００円の減額となります。２目の地域支援事業支援交付金

２４万９,０００円、前年比１万４,０００円の増。

５款の財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金３万円、これは利子及び配当金

で、介護給付費準備基金の利子であります。

６款繰入金、一般会計繰入金ですが、３,３８６万円、前年度比２１１万３,０００円の

減額であります。まず、介護給付費繰入金２,８４４万５,０００円、前年比１７６万９,

０００円の減。それから、事務費繰入金５０７万４,０００円、前年比３万６,０００円の

減。３節の地域支援事業繰入金３４万１,０００円は、３０万８,０００円の減額となって

おります。６款繰入金２項の基金繰入金１目の介護給付費準備基金繰入金７７０万７,０

００円、基金の取り崩し７７０万７,０００円であります。残高としては、１,０４７万

９,０００円程度の残額が見込まれる予定になります。
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７款繰越金については、科目存置、１,０００円の計上。

８款諸収入１項延滞金及び過料１目の第１号被保険者延滞金、２目の第１号被保険者過

料、各それぞれ１,０００円の計上は、科目存置となります。８款諸収入２項預金利子１

目預金利子、これは科目存置になります。８款諸収入３項雑入１目の滞納処分費、２目の

第三者納付金、３目の返納金については、各それぞれ１,０００円の計上でありまして、

科目存置となります。４目雑入１０８万円、前年比１９万９,０００円の減額となってお

ります。説明欄にあるように、介護扶助審査判定業務費でありまして、介護支援専門員の

ケアプラン作成に係る国保連からの交付金でありまして、歳出同額の１０８万円となりま

す。

以上で、議案第２９号の説明を終わりまして、次に、議案第３０号の説明に移ります。

議案第３０号、平成２５年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項でありますけれども、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額

は、「第１表歳入歳出予算」による。

それでは、資料ナンバー５６をお開きいただきたいと思います。

資料ナンバー５６は、平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計のフロー図になって

おります。左側が一般会計であります。右側が後期高齢者医療特別会計になっておりまし

て、まず、一般会計においては歳入、道負担分で、保険基盤安定負担金として９６４万

３,０００円が入ってきます。歳出では、保険基盤安定繰出金として１,２８５万９,００

０円。内訳として、今、歳入で入ってきました９６４万３,０００円、道負担４分の３

分、それと町負担４分の１、３２１万６,０００円を合わせた１,２８５万９,０００円。

それから、事務費繰出金、広域連合事務費負担金分、これは共通経費分ですが、１７７万

円。それから、事務費繰出金、予防接種分、一般事務費分、予備費分とあります。経費と

しては２２０万４,０００円から収入の５５万８,０００円を引いた、後期高齢者側の経費

の歳入歳出の差し引きになります、１６４万６,０００円。これら合わせて１,６２７万

５,０００円を、まず、後期高齢者会計のほうに繰り出しをします。一方、一般会計の歳

出で、療養給付費負担金３,８０８万９,０００円を、一般会計から直接広域連合のほうに

支出負担をすることになります。後期高齢者医療特別会計のほうでは、今説明した歳入の

ほうで、保険基盤安定繰入金１,２８５万９,０００円、広域連合の事務共通経費１７７万

円、事務費繰入金、予防接種分、一般事務費分、予備費分、１６４万６,０００円、経費

２２０万４,０００円とありますのは、歳出の一般管理費１９０万４,０００円と予備費の

３０万円、合わせて２２０万４,０００円の内訳であります。収入の５５万８,０００円

は、後期高齢者会計のほうの歳入で、諸収入で２２万１,０００円広域連合交付金３３万

７,０００円、合わせた５５万８,０００円、入ってくるお金は保険料が２,１５９万６,０

００円、還付加算金１,０００円、その他の収入５５万８,０００円になります。
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歳出のほうは、広域連合負担金で１,２８５万９,０００円は前年同額の支出。１７７万

円も同額支出。それと、保険料分２,１４９万６,０００円を合わせた３,６１２万５,００

０円が広域連合のほうに納付となります。保険料還付金が１０万円、一般管理費で１９０

万４,０００円、還付加算金で１,０００円、予備費で３０万円、合わせて３,８４３万円

の会計となるものであります。

それでは、歳出の９ページをお開きください。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１９０万４,０００円で、前年比５万５,００

０円の減額となります。９節旅費、１１節需用費、役務費は例年どおりの計上。委託料１

３０万５,０００円は２,０００円の増でありますが、内訳として、健康診査１６万８,０

００円は３０人分、インフルエンザ予防接種１１２万５,０００円は４５０人分の予算で

あります。１９節負担金補助及び交付金６万３,０００円は、内訳にありますインフルエ

ンザ予防接種助成金でありますが、２０人分の６万３,０００円であります。

２款の後期高齢者医療広域連合納付金１目の後期高齢者医療広域連合納付金３,６１２

万５,０００円、前年比１１３万７,０００円の減額となります。内訳としては、事務費負

担金１７７万円、保険料等負担金３,４３５万５,０００円であります。

３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目の保険料還付金１０万円、２目の還付加算

金１,０００円、これは前年同額の計上。

４款予備費については、３０万円前年度同額計上であります。

次に、歳入７ページをお開きください。

２、歳入であります。

１款後期高齢者医療保険料１目の特別徴収保険料１,１１７万８,０００円、前年比６６

万７,０００円の減額。２目の普通徴収保険料１,０４１万８,０００円、５１万７,０００

円の減額。合わせて、保険料は２,１５９万６,０００円の計上であります。前年比１１８

万４,０００円の減額となります。

２款使用料及び手数料１項の手数料１目の証明手数料１,０００円については、科目存

置。

３款繰入金の、１項他会計繰入金、１目の事務費繰入金３４１万６,０００円、前年度

比７９万１,０００円の減額となります。２目の保険基盤安定繰入金１,２８５万９,００

０円の計上、前年比６２万３,０００円の増となります。

４款繰越金については、１,０００円、前年度同額計上。

５款諸収入の１目延滞金１,０００円についても、科目存置。次の還付加算金について

も同様、１,０００円の計上となります。３項雑入１目の雑入２１万８,０００円は１２万

３,０００円の増で、健康診断に係る５００円の個人負担３０人分、それから、健診の委

託助成金２０万３,０００円、合わせて２１万８,０００円となります。

６款広域連合支出金１目の広域連合交付金３３万７,０００円。記載のとおり、円滑運

営臨時特例交付金８万７,０００円、すこやか推進事業補助金２５万円の計上でありま
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す。

以上、議案第２４号から議案第３０号までの説明を終わらせていただきます。

以後、御質問によってお答えしていきたいと思っておりますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） 副町長には、大変御苦労さまでございました。

以上で平成２５年度各会計予算の説明が終わりましたが、予算についての資料を求めら

れる場合は、あす１３日午後５時までに、事務局まで申し出てください。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りいたします。

本日の会議は、これで延会したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

また、あす１３日は議事進行の都合により休会とし、次回の開会日は第１１日目の１８

日としたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

───────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日はこれで延会し、次回の開会は１８日とすることに決定しま

した。

これにて延会いたします。

延会 午後 ３時１９分


